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第7回 卒業生を送るにあたって

学長 黒 田 一 ・ 秀

一 般 に思 いつ きと い うもの は 、人 が精 出 して仕 事 を して い る と きに か ぎっ てあ ら われ る。

マ ッ クス ・ウL一 バ ー
一

尾 高 邦 推 訳 「糠 と して の鞘 ・一

卒業おめでとうございます。医学士というと少々古め

かしいのですが、一つの社会的責任能力を表す称号を獲

得されたのです。一般教養学、基礎医学、臨床医学、最

後に臨床実習と、6年 間にわたって展開 されたながい道

のりを歩き通したのです。 ・つことをなしとげた達成感

はさぞかしと思います。

7回 生の皆さんは学生定数120名 の最初のクラスであ

り、入試に共通一次試験 をとり入れた最初の受験生が主

体で、共にしてきた教職員にとってもほんとうに嬉しい

ことであります。皆さんの先輩である本学卒業生の数は

546名 で北海道はもとより全国各地また海外でも、医学医

療の最先端で、まことによい活動をしでいます。

皆さんはその新しい仲間として仕事をはじめるわけで

あり、世間の人々も大きな期待をよせているのでありま

す。

さて最近医師数過剰の声が聞かれるようになってきま

した、新卒業生として不安を感ずる人もいるかと思いま

す。しかしこの問題は、医師の現状を、在来通り不変の

ものとみての議論です。将来を荷 う皆さんは変ってゆく

医学医療社会のなかで十分適応 してゆく力を持っている

筈ですし、よい医師、よい研究者をひとは棄てておきま

せん。

冒頭にマックス・ウェーバーの言葉を掲げました。皆

さんが、これから自由社会のなかで、自・Zして自分の道

を進み人と協調 してゆけるためには、自分の考えを用意し

ていなければなりますまい。枠のなかで無反省に暮して

いるだけでは枠がはずされたら動けません、,精出 して自

分の仕事をしているとき、新しい展望がひらけ、自分の

考えが発展するのです。そして、興味をもって集中してい

るその時に限って 「思いつき」が生れるのです。恒にか

わらず仕事につとめている人にだけ天啓があるのです。

若々しい情熱をもって選んだ道 を怖れず急がず休まずに

進んでほしいと思います。

振 り返ってみると、学生のときは自学 自習といっても

!」膳立てされた学問の成果のあとをたどってきたに過 ぎ

ませんが、とにかくその医学の大要を学んだのです。人

の知らない専門的知識を沢山獲得 したのです。 「知識は

人を誇らせ」るという言葉がありますが、まことに専門

知識は深くなればなるほど興味が湧 き、また満足も得ら

れます。 しかし学問知識自体にはそもそもそんな意味は

ないのです。わたしたちがそれで得意になることも、そ

れを人のために役;iて ることも、所有者御当人の問題な

のです。そして近年ますます技術の進歩が激しく、今ま

でできなかったことができるようになり、もっと進歩す

れば、何でも解決しそうに思ってしまいます。ですがよく

みるといつも科学技術の先端のところで、人間の野蛮も

顕になっているのが事実です。医学は人間についての生

命科学なのですが、この人間というものは医学だけでは

処理できない問題 を同時に沢山もっているわけでありま

す。学校の医学には医学の限界についての反省が足りま

せんでした。あっても人にまかせてきました。

皆さんの卒後の学問は成書にまとめられたものではあ

りません。今までの蓄積を土台にして、これからは医の

発展を担当する当事者になるわけです。どんな形で医を

仕事とするにしても、生涯にわたって自分の学問を反省

しまた楽しみ、さらにあとに続く人々を直接間接に援け

るのであります。一方では医 を実践する専門人として、

一方では社会の生活者として、論理的に考え、好悪の感

情を昧わい、自分の信ずる価値に従って決断する毎日を

送ることになるのです。つまり学問といい科学といって

も人間が関わってくるのです、,このことは医'f=医療の世

界ではことさらk切 で、何度いってもいい過ぎることは

ありません。

学校でわたし達が勉強 したのは、知識の部分だけ、採

点できる事柄だけのように極言してしまいました。しか

しわたくしは実際には心配 していません。学生時代に皆

さんが交友 を通して得た学問以外のこと、先斐同僚後盟

間の友情の絆こそもう ・つの卒粟証書だと思 うからです。

学生時代の経験には恐らく生活者としての深 さはないで

しょう、その代 りもっと純粋であったと思います。 そ

の友情を卒業生同志 として育て、さらにあなたの接する

すべての人々に拡大 して下 さい。これが私達の生涯学習

の大切な側面であると信 じます,,
ボ デ イ アイ ン ド ス ド リ ノ ト

人は身体 と魂と精神との3つ のものが一つになってい

るといわれます。人間への深い理解を求めて、生涯の第
ロ

2の ス ター トライ ン に立つ 卒 業生t」 人 お一 人 に心 か ら

の お祝 を申 し上 げ、健 や か な御発 展 を祈 ります。
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卒業生 を送 るにあたって

天 羽 夫

医 者の最 ヒの 治療 とは 、み ず か らを治療 す る 人間 を出現 せ しむ る にあ る。 い ま だ踏 み

行'かれ た こ との な い数 干 の径 があ る。 数 千 の健 康 が あ る.,ま た 数 丁・の 隠 れ た る生 命の 島

々 があ る、,人開 と 、 人間 ・大地 とが 薙 見 され て い ない こ と 、い まだ無 限 で あ る。

一一竹幽且」道 雄 訳 「ツア ラ トス トラ か く語 りき1か ら弓1用一

叔 父 は 明 治42f}モ 生 れ(「・75kに な る...京 都 の ∫里掌 部 で 生

物プドrをf修め 、 占{(独β4)徳活」1,で・:30余f卜教 員 を董力め た 、、 夏:1木み

に し頁毎望」に,1肇れ ら 才/.Cl毎 苧:/貝 を 録翼め 、[ll里tを 出レい ぐ1㌔㌔τ

木 》ξ,ズ～を・卜1」ヒXiオニ.1「1」奇'fこび)孝c季オ集ahえ 『・・ノニ声♪Lし}力 言、」坐才/

ら れ る 分・に,.安 矩∫轟な も0)て=・、 タ 又Fノ ン で7～7イ ゲ,ギ ン

リ .1一 ソ ー な と 滅 多に お 目 に か ・れ な い もの も 見 ら れ た

[.、 無 八 のIll項 で 野 宿L.ぐ 真 夜 中 の ズ」.の 声 を 聞 き 、 朝

に:,z:tト トキf,カf翔.;:o)を 目兆占う、 々 ゴ シ 丁マrrケ ㌔ノカ`111

昂の 雨 戸 に 穿.)た 孔 に 興ii¢;深 く触 れ た.一こと も あ る,

'li時 の 鳴 門 は ま だ 川 舎 町'で
、 海 岸 を 通 る国 道11月 ・線 も

な く 、 ～兵」互に にt下㍉ll～と1呼 ば れ る パ ー7ン ーギや チ.上 一 シ ャ ブ

シ ギ カf群 れ を 竹三り 、}日 圃 に は シ ラ ナ ギ がf憂・美 な ゴ妾きを み ぜ

て い た 、1シ ラ げ ギ は 風 に 弱.(夜 は 竹'林 の 中 に 作.2た 塒 に

帰 る が 、 台 風 の あ と び)死 傷 は 多い.,地 面 に 落 ちて い た チ

.・一 サ ヘーは 暫 く家▽.}中 で 傷 を癒Lて い た が 、 野 性 の 餌 付

1寸t‡管fEしく 、 ノラ、1よ争1」『堅讐1ニイ室 り一⊂一子]ヨL¥を・i是み1よ'.せく⊃

II;;fil】20年にf封1よ.母.ノくてl/iに な り 、 植士木 も無 く な.)た=

1[1聖fを 歩 く うr,に 〉欠第 に,時 に 興 ロ朱 を†、芋ち は二じ め た 赤又父 は

、蒔 を1呼,;ごた め 、 山 か ら 奪褒 を 才乖 ♪(擢iえ 糸売1卜,#lt'Cのf乍 ・

た}1本 厘し0)IS:らと」皇,てrtt.イ く材ζとロ乎」ごノ∫力弓込い よ う なr薯k

と な り 、 捗1ぴ♪千重廻{',n〔 」〔孫亟を 越 え 、iJ'fl勾で』は 婁文少 い[亜1塀

と な っ た 、が 、糸,畳津薄 、 鳥:.tや り て く る 、座 敷 に坐 ・プCfClヒめ

な 力臼',ir!(tlJ;己5乖5r克 明 に と り 、 人1気 プ)良 い11に は 、x参 ら

し.い,〔』が 居 る と聞 け ば オ ー トバfで 噛馳.け つ け る.よ う な 日

ノ1斉・〕,噛農・2'(し 」ノ)ノ,ご、u7:f卜.io巧 でik'.し7)1{己金糞ざヒ癌餐f里し'ζ 軸f、喜、1島

"!r、〔㌧び)、;己蛮二典四 、1二名f手;r、 ～乏イ些k:,t芦葺しノ)「ノ』ノ'ドー'ノ ー ノら・[艮11しΣ

C昌 り阪Lた

鮒 が あ る と 鳥 も ・くる が 、 い ろ い ろ な 虫 も1県ぽ る.夏'の

昼 間:よ 庭 に 出 る{'け.虫 迄を1壁・け る ♂)1二相'11iii7iす る が 、 夜

;仁'家'♂)「人H二1、畔 ぐ一・#,、饗≒{1πkl'をノ}ヒy)'(集 ξ5三拍L;よ糸占構 多 く 、

数f卜 前 力・ら1巨我をヂ宋 り は じ め た.1そ ぴ)殆 ど は 食{生 か ら み て

ISMで 育.読 もの ら[い も)300種 余 り に な ・っ た の で 、

今、壌3.t瞬W)本 をIIlll.4〆し・と:と 弓長 り1刀 ・プぐい る.

そ の 妹 の 叔 母 ち ま た 変.)た 人 と も 云 へ る 、 豪 京 に 居 を

ヰ篤ノ、、bblf`十1中r身 な 」);二1藥「'汐に 親Lみ 、 今 は ～易、島 の 」襲ρ卓:

で 易 経 と論 語 を 講 し一こい る が 、 二 ら ら も若 い 頃 か らrl永み

あ つ め た 短 歌 を 、 昨 年 、"森 の 声"と 題 し て 川 版 した 。

御 両 人 と 虐、日頃llに;z出 さ な か っ た が 、 口記 を っ け る よ

うに 克口月:こIi々 の 事 を・言己金求す る に は 、f中 々 の 与5カ/r'あ ・,

た.二 と ・HI,).

私 は 医 局 に 入 り仕.事 に 明 け 暮 れ た20代 、3{〕代 は 、 酒 を

汲 む の に追 わ れ 、 他 人 の 忠 言 も 耳'に ゼ ず 、 仕 事 の 記 録 さ

え も失 くす る よ うな5昌 介 、 イ{肖 の 甥 で1あ る,.私 のGod

mo山erのBaggs師 は 昨 年 英国 で90才 で 神 に 召 さ れ た が

Sし・Ph・nと 云.う 洗 礼 名 を 廊 ・て い る 、 使 徒 行 伝 〔こよ る と

キ リ フ、トの 弟 一子 で 最 初 に 石 で 打 た れ た と云 う、、相'【1に 頑

固 、 猫 介 な 人 だ.り た とみ え る が 、 人 生 の 半 ば を過 ぎ、 漸

く 自 分 の.二 と 、 ま た 世 間 の 事 が 判 る に一.」け 、Daggs師 も

よ く 人 を み ら れ た も の と 、 過 ぎ た 自 分 の 人 生 を誠 に 恥 ず

カ・し く,思、) .

今 、ullr,'は 大 学 と い う社 会 か ら 隔 絶 さ れ た 楽 國 と も い

うへ ぎ場 所 で 、 社 会 に 生 れ 出 る よ で の6年 と い う自 出 な

期 間 を終 え た 、 こ の 間 に 友情 の 淳 さ 、病 め る 人 へ の 情 、

生 命 の 尊 厳 な ど を覚...,た こ と ・思 う が 、.更 に 人 生 の 終 り

:つな っ て'悔 び)残 ら な い 生 活 の ド}也 を 、'〉 後 、 若=い1"1nに ナ1'号

う こ と に 努 め る べ き だ と 思 ・)て い る,、 ヘ ブ ル 罫 は``そ れ

t也Lrポ し に仁そ ♂)Lに β条る ト1・1をロ吸 い ノ＼れ て 、 耕 『ξ一者 ⊂ノ)r,t.と

な る べ きi'i"t勿を 生三一tF;.f、神 よ りi兄 福 を 受 く、=1され ど'」炎 と

甫1を 生 ぜ ば'棄 て ら 才し、 か つ 言且に 近 く 、 そ の 果1よ 焚 か る る

な りり と 教 え て い る,「 昂哉 を 受 け'ぐ も 、 こ れ を 深 く刑埆ギ

Lな け れ ば 、 や が て は 世=0)為 に な ら な く な ・っぐLよ)で'

s'}ノ〉).、

諸 君 け 争 、将 にiこ 維 の 吟 じた ご と く 、 陽 関 を 川 よ')」.

Lご い る.1,1葺BにF祭L.'C掬 μ季支を唄曽 り 、 、渚 イ㌻等 矛竿き1タミ'1;∫rl'ヒ

の 前 途 に 祝 福 あ 才'1、と 祈 る や 切.,

し第f5ρ層j奇f卜学4こ 卸L当 放 身士糸泉レミ学 、溝バ～ 郭〔#,X)
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大 見 広 規

卒業 にあ た って何 か書 いて ほ し

い 、と 言わ れ ま した が 、私 の よ うに

他 の大 学 を卒 業 して きた よ うな 、

「ひね た」 学 生 は 、代表 と して は

とて も適 任 とは い えず 、 お断 り し

よ うか と思 い ま したが 、学 生 課 の

か た達 とは浅 か らぬ 因縁 も あ り、引 き受 け るこ と に な り

ま した 。

「は て 、自分 は この6年 問 い っ たい何 を して きたの だ ろ

うか。 また 、 それ は ど ん な意味 が あっ たの だ ろ うか 。」と

考 えて み ま して も…頭 の なか みで は 、 かっ て 専攻 した物

理 学 は あ らか た蒸 発 して し ま う し、 か と言 っ て 、医学 の

知識 で は 、試 験 だ け は と りあ えず 通 っ た ものの 、 そ れ が

終 る とす ぐに忘 れ て しま って 、 い ざ臨 床 実 習 な ど とな る

と、何 か と足 り な さ、至 らな さばか り思 い知 ら され る有

様 で した し、 ま して精 神 的 な意 味 とな る と、 しょっ ち ゅ

う医 師 と して の精 神 の 云 々 な ど と聞 か され て い るに も か

か わ らず 、 とい うぺ きか そ うだ か らとい うぺ きか 、 と も

か く人学 当 時 医学 部 を志 した気持 も6年 間の う ちに か な

り風化 してい るよ うで 、 一向 に まと も な答 えが うかん で

きませ ん。

とい うわけで 、全 く困 って しまい、 先輩 達 は何 と書 か

れ て い る もの や らと、 古 い 「か ぐらお か」 を引 っ ぱ り出

してみ た わけ です 。 まず 気の つ い た こ とは、私 が入 学 し

て最 初 に頂 い た 「か ぐ らお か」 に載 って お り ま したの が

一 期 生 の 先輩 の 卒 業 に あ た って の言 葉で した。 丁度 私達

七期 生 で ひ と ま わ り した次 の 、 い わば第 二 の世 代 に当 る

わ けで す。 定 員 が120名 に増 え 、最 初 の共 通 一次 の 世代 で

あ り、 四本 足 の 鶏 、四 枚 羽根 の あ る蝿 を画 い た学 年 で し

た。 人学 した時 には既 に教 室 は立 派 に完 成 して い ま した

し、 周辺 の 緑 が丘 には そ れ な りに住宅 も 多 く、 スー パ ー

マ ー ケ ッ トや銀 行 もあ り、 一期 生 、二 期 生 の先 輩達 の 言

われ る よ うな創 立 当時 の 雰 囲気 を、 も はや感 じる こ とも

な かっ た よ うに思 い ます 。 十 年近 くた って も はや 創業 期

と い うよ りも、 良 くも悪 くも次 の 世代 の 学 年で あっ た よ

うに思 え ます 。三 期 卒 業 の 先聾 の 言葉 に 「七 ・八期 生 を

迎 える頃 に なる と学 内 の 雰 囲気 も次 第 に よそで 見 られ る

管 理 社会 の様 相 を呈 して きて… … 。」とい うこ と もあ る い

は あっ た か も しれ ませ ん 。

さて 、私 は こ れ とい った ク ラ ブ活 動 も したわ け で は な

いの で 、 い ろい ろ な講座 に お じゃ ま させ て いた だ いた こ

とで も書 いて み ます 。

旭 川 に来 て本 学 に入学 して感 じた こ とは 、休 日な ど町

へ 出 て み る と必 ず 顔 見知 りに会 うよ うな小 さな町 で 、 し

か も単 科 大 学で あ るた め なの か 、一 種独 特 な 「医 大」 と

い う社 会 が あ り、悪 くす れ ば過T渉 か な、 とい う感 じ、
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一 方
、 良 い所 は家庭 的 とも言 っ て よ い かと思 い ます が 、

先 生 が たの 所へ もわ り と気 楽 に#s話 に行 っ た り、少 々無

理 もお 願 いで きそ うな雰 囲 気 の あ った ことで す。 元来 の

厚 か ま しさで 、三 年生 の頃 か らは 、基礎 の 講座 に あ ちこ

ち とお じゃ ま させて い ただ きま した が 、 どの 講座 で もお

かげ さまで快 くむか え てい た だ きま した。

細 菌 学 講座 で は実 習で 見 た培 養 細胞 が とて も綺 麗で あ

った ことか ら、実 習後 に行 っ て細 胞培 養の 方法 を教 えて

いた だ き、 引 きつづ い て イ ン ター フェ ロ ン につ いての 実

験 を少 しだ け手 伝 わせ てい た だ き ま した。 薬理 学 講座 、

これ は も う、大 変 お世 話 に な っ た所 で して 、セ ミナ ーや

カル シ ウム拮 抗 剤 の虚 血心 筋 に対 す る実 験… いや 、 む し

ろ宴 会 には… しょっ ち ゅ うお じゃ ま してお りま した。 そ

して寄 生 虫学 講座 へ は 専 ら遊 び に… お世 話 に な った各 教

室 の先 生 が た に 「最 敬 礼!」

医 学部 の学 生 は、他 の学 部 の 学生 と比 ぺ る と、非 常 に

よ く勉強 して(さ せ られ て?)い ると思 い ます。 ともす れ

ば試 験 、試 験 で 、思 わ ず 「こん なの専 門学 校 み た いだ。」

とぼ や きた くなる時 、教 科 書 に書 かれ て あ る知 識 その も

の をた だ覚 え るので は な く、 そ の知 識 がどの よ うに して

得 られ た か とい うこ と を、 ち ょっ との ぞ いて み るこ とは

な か なか楽 しく、失 わ れ かけ た興 味 を取 りも どすの に役

立 った よ うに思 い ま した。

卒 業 と い って も、役 に立っ だ けの もの も一 向 に習得 で

きて ない よ うな気 が します が 、楽 天的 なと ころ と、少 々

厚 か ま しい とこ ろで も って 、 ま あぼ ちぼ ちや っ てい こ う

か と思 って い ます 。

最後 に、 い っ しょにす ご した同 期 の み ん なへ 、い い6

年 間で した。 これ か ら もず っ と同 期 と してよ ろ しく。

(第6学 年学 生)

6年 闘 の 想 韓 藤1鷲

竹 本 幹 子

私 に と って 、6年 間 は ア ッとい

う間 に過 ぎ去 って しま った 感 じが

します 。振 り返 って み る と、 スキ

ー だ けは 、思 う存 分 や った な あ と

い う感 じが します 。 スキ ー は、 大

学 に入 って か ら 、マ メ に通 った の

です が 、同 じ学 年 にス キ ー気違 い が 多 く居 た こ とが、 そ

の原 動 力の 一 っ に なっ た と思 い ます。 スキ ー同 好 会"白

い恋 人"は 、私 達 の学 年 か らス ター ト し、 この 同好 会 で

私 は色 々 な こ とを学 び ま した 。 み ん なで滑 る こ との楽 し

さを知 り、 何 よ りも、 スキ ー を通 して 自然 に接 し、 その

素 晴 し さを肌 で感 じた こ とは 、本 当 に良 か った と思 い ま

す 。今 思 えば 、旭 川 と い う大 自然 に恵 まれた 上地 で 、大

学 生 とい う時 間 だ け は た っぷ りあ る時 期 を過 せ たの は、

私 に とって 幸せ で した。

旭川 の街 に 初 雪 が散 らっ く頃 、k雪 山 系 で は新 雪 がふ



りつ も り、待 ちに待 った ス キー シー ズ ンの開 幕 ですO私

達 は、 ル ンル ン気分 で 初滑 りに出 か けま す。 ブ ッシ ュの

目立 つ ゲ レ ンデ を、足 に まだ馴 染 んで い な いス キ ーで 、

今 シー ズ ンの 期待 を胸 に滑 ります。 こ う して 一・時 の 楽 し

み を昧 い 、山 を下 りる と、ふ も とで は学 生 に とって 避 け

て通 る ことの で きな い試験 シ ーズ ンも 開 幕 してい ます 。

悲 しい こと に、 この試 験 を乗 りき らない と 、私達 に と っ

て本 当 の ス キー シー ズ ンは や って こ ない ので す 。試 験 最

終 日、 前 日 か ら体 調 を整 えて おい た私 は 、朝 か らソ ワ ソ

ワと落 着 かず 、終 わ る とす ぐさ まサ ンバ レーに直 行 。 ナ

イター の 照明 の 中 、粉 雪 が チ ラチ ラと舞 い、 旭川 の 夜 景

を眼 下 に滑 る爽 快 さは 、何 度 経験 して も良 い もので す 。

毎 年毎 年 、"試 験 が終 った ら、ス キ ー に行 け るんだ"と

思 って 試験 を乗 り きって きた よ うに思 い ます 。

春 、 うらら か な 日差 しの 中、 何 も考 えず 、何 もか も忘

れて 、た だ 自由 だ け を感 じて滑 ります 。

5月 、近 郊 の ス キ ー場 に雪 が あと かた も な く消 えて し

ま うと、 私達 は 、雪 を求 め て十 勝岳 や旭 岳や 黒岳 に登 り

ます。 登 りは、 ス キ ー がず っ しり と重 く肩 に食 い込 み 、

いっ そ スキー を捨 て て行 こ うか と何 度 も思 い ます。で も、

これ に耐 えて 頂 上 に た ど り着 くと、見 わ たす 限 りの 稜線

と、美 味 しい ビー ル が待 って い ます 。何 時 間 もか けて 登

った山 も一 気 に滑 り下 りる と、後 は、 充 実感 を残 す の み

で す。

初 夏 、私 達 は さ らに雪 を求 めて 、旭 岳 や赤 岳 の雪 渓 に

行 きます 。 もや の立 ち こめ る 中、汗 だ くに な りな が ら登

ると、 緑 か らパ ッ と白 い雪面 が広 が り、 ま さ し く別 世 界

で す。 暑 い夏 の 雪渓 ス キー と厳 寒 の深雪 こ そ、 この 世 で

最高 の ぜ い た くだ と、 私 は信 ん じて い ます。

そ れ か ら、 印 象深 いの は 、 スキ ー部 で過 した1シ ー ズ

ンです 。少 しで も速 くな るこ と以 外 は考 えず に過 ご した

1シ ー ズ ンは、 私 に と って最 高 に幸福 で した。 レー ス を

経験 す るこ と に よっ て 、視野 が広 が った よ うに思 い ます,、

今 、 旭 川の街 は 、 あ た り一 面 マ ー ブ ルチ ョコ レー トを

流 した よ うに な る雪 解 けの 季節 を向 か えよ うと して い ま

す。6年 前の この季 節 に、新 しい世 界 に胸 を と きめ かせ

て この 街 に や って米 た こ とを昨 日の こ との よ うに思 い出

します 。幼 か った私 は、 多 くの 友人 、 先輩 後聾 と出 会 う

こと に よっ て少 しずつ 成 長 してい ・った よ うに思 い ます 。

6年 前 も そ して 今 も、 旭川 の 空 は カ ラ リと晴 れ わた り、

その青 い空 には 、澄 んだ 瞳 が ・番似 合 うと信 じてい ます。

いつ まで も、澄 んだ 心で 真 直 ぐに見 っめ て行 けた ら

と、思 って い ます。

6年 間 共 に過 ご して きた仲 間 た ち、 私 が無 事 に卒 業 で

きたの も、み ん なの お かげで す 。泣 いた り、 笑 っ た り、

ケ ンカ した り、 臼を閉 じると 、 スキー を して い る姿 、 ラ

グ ビー を して い る姿 、テ ニ ス を して い る姿 な ど、一 つ 一

っ の シー ンが ビデ オテ ー プの よ うに映 ります 。

最 後 にな り ま した が、 楽 しい想 い出 をた くさん、 本 当

にど うもあ りが と う。(第6学 年学 生)
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黒 須 昭 榑

2月 下旬とは言え、ここ数日暖

かい陽気が続いたせいか、道路の

根雪も大分弛んできた。聞くとこ

ろによるとこの陽気は、3月 下旬

の陽気らしい。僕の住むアパート

の階段に積った雪も、何時の聞に

か解 け て しまい 、ひ と足 早 く コ ンク リー トが顔 を出 して

い る。例 年 な ら、今頃 で も階段 か ら滑 り落 ちな い様 に、

気 をつ けて降 りな けれ ば な ら ないの に 。吹 く風 も、 大分

凌 ぎや す く なっ た。春 一 番 も、 も う少 しとい った とこ ろ

か。 店 の前 を通 る人 々 の足 ど りも 、心 無 しか軽 く見 える。

コー ヒーの香 の 中、僕 は窓 の 外 を眺 め なが ら、ふ と感 慨

に耽 う て しま う。 「旭 川 に来 て 、 も う6年 間 が過 ぎて し

まっ た の か…… 」

僕 が初 め て 旭川 を見 たの は 、 今 に も落 ちて しまい そ う

な、YS-11の 窓 か らで あ った 。空 の 上 か ら見 る旭川 は、

真 に白 い世 界 。山 、樹 木 、 家並 、 目 に映 るすぺ て の物 が

臼一色 に塗 られ てい た。 その 中 に 、 まるで吸 込 まれ る か

の 如 く、飛行 機 は空港 に着陸 した。 「春 は近 い とい うの

に、何 て こ こは寒 い の だ ろ う。」 これ は 、 僕 が タ ラ ップ

を降 りる際 に感 じた 、旭 川 に対 す る第 一 印象 で あ っ た。

肌 を刺 す 風 は 、春 の足 音 を吹 き消 して い た。 頬 は強 張 り、

吐 く息 が自 く風 に舞 う。僕 は 、首 をす ぼ め、 ポ ケ ッ トに

深 々 と手 を入 れ て歩 い てい た 。

入学 当 時 、大 学 の近 くには住 宅 しか な く、 喫 茶店 や パ

チ ン コ崖 が立 ち並 ぷ よ うにな っ たの は 、 こ こ2-3年 の

こ とで あ る。 「マ マ。 この店 、何 時 ご ろ出来 た の。」マ マ

は、指 折 り数 え は じめ た。

「卒業 お め で と うご ざい ます。」た った今 、店 に人 って

きた後 輩 が 、僕 に話 しか け る。 「も う卒 業 だ なん て、 早

いで す ね。」僕 自身 、確 か に早 い と思 う。 しか し、過 ぎて

しま えば、何 で も短 く感 じる もので は ない だ ろ うか。

「これ 、分 ります か。」彼 は 、 カバ ンの 中 か ら、 何 や ら一

枚 の紙 を取 り出 した。 試験 問題 で あ る。 こいつ には、僕

もよ く泣 か され た。僕 の場 合 、 試験 は いつ も綱 渡 りで あ

った 。次 々 と同 級 生 が留 年 して い く中 、 今 年 こ そ僕 の番

に違 い な い と、毎 年覚 悟 を決 め た もの だ 。 こ ん な時 、実

家 か ら電 話 が あ る と、必 ず こ う言 っ た。 「今 年は ダメ か

も しれ な い。」両 親 も、最 初 の 頃 は人 変 心 配 し、気 をつ か

って くれた が 、毎 年繰 り返 され る この 会 話 に 、次 第 に動

じな く.なって い った。

彼 が帰 って か ら、 大分 時 聞 が過 ぎた。 店 の外 は か な り

暗 い 。 この時 刻 に なる と、 店 は昼 間 の 顔 か ら、 夜 の顔 へ

と変 わ る。 さっ き まで か かっ て い た静 かな ジ ャズ も、今

はポ ップ な ミs一 ジ ック に変 わ っ て い る。次 第 に常 連 達

が集 ま って きた。 マ ス ター は 、 さ きほ どか らダー ツ に夢
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昭和59年 度講演会一覧

昭 不ll59年 度 本 学 で 闇 催 さ れ たi溝1寅 会:よ 次 の と 才、・り で・1..

開 催 「1 演 歴〔1　 演 者 担 当 講 座
....

711131) 岡崎国立共同GIF`究機構生理学研究所教授

(金>
7..T..-■ 一

NMRの 医掌応用の現状とその展望
亘 弘

実験 実 習機 器 セ ン クー

.一r.一.-

8月:irI

(if)

最近の臨床神経生理学の進歩
下'葉 ノく 学 医 学 部 教 授

右 問 二 郎
生 理 学 第.講 座

9月6i 腎 不 全及 ひ腎 移植 に関3『る基 礎的 並 ノく 阪 人 学 医 学 剖1助 教 授

〔木) びに 臨床 的 な川題 ∫1,乳 高 羽 津
泌 尿 器 科 学 講[・卜1

... 一 一.一

9月19日 北 海 道 た 学 医 学 部 教 授
癌・長期患者の鎮痛法と問題点 麻 酔 学 講 座

(水)
一一......

古 川 幸 道
.一 ..一.一.

9fJ:'7日 滋 賀 医 科 大学 医 学r部教 授

(.木)
.一 一.

肺癌の病理と臨床f象
岡 田 慶 夫

外 科 学 第 講 座

.一 一..一 幽L .一..

10月4日 広 島 ノく 学 医 学 音1;教 授

(木)
卜二指腸潰瘍と迷切

江 山奇 治 メこ
ケトf斗 つそ 第.Ii片14{:

.r.胃...

1川291i
/Kブ.チ ド'附ゴ云」垂牛勿質 に ・.2い'で

東京医科歯科 ノく7判矢学部教授
薬 理 学 講 座

〔月) ノく 塚Ir徳

2月22目 大 μ反プぐ噛F略田B[ン デ=一ヒ ン タ ー 郭(}妥 病 理 学 第 二講 呼1
免疫 系の し くみ とそ の 人丁的 制 御

(金) 岸 本 宕、 泌 尿 器 科 学 講1巫

〔庶 務1課}

-
、
.
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昭和59年

4月

保 倣 管;理 セ ン ダ ー 所 長 事 務 取 扱 に 石 井 副 学 長 が 発

令 さ オ た

日召和5)年 度 人学 式 〔左冬 体 育 飾

[剰「ノ、'kl21)名1「 勺 女r/1ド'仁31名)」

肇)iノ＼メf≡fi∫Ffl髪第1[口[fl〔 〃冬 第1モ 三ミづ 一 室 一第2

.ヒ ミーi室 ・和 室 ・ 般 教 育 会
。渡室)

新入生研修(第1回 目)

匝
17日 第771ロ1'AミnllllEI「家㍉i式馬寅で}布各者 餐…表

(柘 恰 格 者96名 合f各 率99.〔 〕%}

鞍
,1

2馴
蛎 嘱

1」
'{

1疋

1轟轡甑 晶 三
欄

6月
1川 第1〔刺 医 た祭

17～日.一 ・。 ・1。f剛 のi激/や る ぞ ガ 、ガ 、

限 りな き成 長 を目指Lて 」

吠 学 祭実fl委 員 灸 委13長 深 町 知博)

【
'

第10回 医大 祭

30U学 位 記授 与 式{於 学長 室)

ゆf嬬 己授与 一1名)

7月
71i第31[口1.iヒ}毎,首 土t馳1ズ=メ(ド;そfイドf{ず人=ニゴこ

fgl1(当 番 牛交1ヒ ぎ毎)亘 人
こ学)

依 学 参 加 種 目〉 陸L競 技 の 汝)・ 準 硬 式 野

t;・ 軟 式 庭 球 〔男)・ バ ス ケ ノ トホ ・1レ(1乃1

・ノミレ ー,ド ー ル 〔ワ3)・ サ ノ カ ・ノ{ト ミン ト

ン 〔男 如 ・剣 道 〔男 如 ・弓 道(男 女)

<本 学 参 加 学 生 数>151Y.

・成 緕 〆 リ113〔 吠 学 「陀4位 な 臼2大 学 中18位

21日 第27回 剰 体 医 科 「1診生 総 合 体 育 大 ∫榎 李 大 会

81rlm日 〔手=管校 聖 マ リ ア ン ナ 医 科 大学)

〔弓 道 部 門 移 管 校 旭 川 医 科 た学)

(本'詐 参hll種 口〉 陸L競 イ芝 ・準 硬 式 野 球 ・硬 式

庭 球 〔男 女)・ 軟 式 庭 球(男)・ 卓球(男 女)

・!ミ レ ー オζ一一1レ(男)・ ノくド ミン ト ン1[乃.女1

・+1ノ ウ ・ バ ス ラ ソ ト.ド ー ル(男 女)・ 柔,並

・剣 道 ・弓道 ・空 手 道 ・水 泳(リi)・ ゴ ル フ

,層巴"鱒」… … ㎜ 一 ρ



〈本 学 参bfl'rI`t数>372名

〈成績>35大 寧 中5位

8月
1日 保健 管理 セ ンダー所 長 に保 坂 教授(眼 科学 講 座 〉

が発 令 され た

10日 昭 和59年 度 納 骨式(於 本学 納 骨堂)

9月
5日 体 育k会

('」3∫7年文・ナfノ〔)→ ∫ ノ カ ・ ・ ノ{!ζ ク ノ ト71、,レ.馬1{

f云'一 占.も)'2,000mリ し

1有 志 対 抗)ソ フ ト ホ ー1L・ パ レ ー ホ ー1レ

ド催;=

26日

'Lgfl

111

1
so

・ゼ ∴,瓢 懇 鷹 疲 胤 撫 一轟

体 育 大会

昭 和5g年 度 解 剖体 慰 霊式dG.ぴ に 之部 大臣 感 謝状 伝

遼式

(左全f・トこ育負官 ・第!モ'ミ ナ ー室)

=丁立記 授 与式(於 学 長 室)

(学f立 呂己ま受'ノー者4名)

10月

3月3111〈 本学 参加 種 「]〉

♪

』

ll月2日

1日

第27川 東 日 本医 科学'1三総 合体 育 大 会 冬 季 た会

(霊 管校 山 形 大学 医学 部)

ラク'トニー ・フLキー一

〈本学 参川 学 生 数>iu〔}名

新 人 生研 修 第2回ll(31日(水)は 除 く)

(於 一 般 教 育 会議 室 ・職 員研修 施 設1

11月

附属図書館長に石橋教授(法 医学講座)が 発令さ

れた

12月

16rlス ヤー一 教 室 〔方全.{ヒ ノく雪 ス キー一土易)

～ 詐奪自巾4名

17Ll36名

厚生補導委員会委員⊥名 参加学生

orlli」 ン:
r{己キ受与・∫忙(r,A弓 今」乏室)

(学 位 記 授 与 者6名)

昭 和60年

・)9日

1

3(〉 日

26日

～°

7fl

圃

ス キー教 室

スホ ー ツ ノく会・ 〔バ レ ー ボ ー ル ・「・甘中 サ ノカ ー ・'彗

ilリ レ ー)ゴ 三1崔 学 生

昭 和60flこ 度 た学 ノ＼学 者 選 抜 其通 第1次 学 力ll式験

['1`r's:場600名)

z月
13〕 蟹f孝 父キ受責受糸冬高薄義

1於 第7講 義 室)

日

日

日

4

「D

・8

】ト31

ー141

ー1,6

・

1

ート「け
つ

】

3月
昭和60年 度 旭 川 医科 た学 入学 試 験

(,古ミ頃貝者5〔li名)

昭 和6〔肉渡 旭 川 医科 大'r:大学 院 人学r1べ験

〔志 願 者10名)

,1!冊教授 歓送 式

〔於 臨 床 第3講 義 室)

昭 和60年 度 旭 川 医科 た学 入学 試 験r汁 各渚発 表

Il'ど〔1卸

昭 和6u年 度 旭 川1硬科 大学 大学 院 ノ、学 試 験 合格1L

表IP名1

第7回 卒業 証 書授 与式 〔於 体 育館)

〔孕 裳'井:113名 〕

掌 位 記授'」・式(於 第i会 、1」隻室)

〔学位 記 授1チ者s,名)

〔庶 務。果・学 生 課)

■■



■

一
■ 化 学 ■ 平塚 寿 章

化学研究室は、昭和48年 に内田教授を中心に平塚(当

時助手)、 村上(教 務職員)、 沢田(文 部事務官)の4

人で発足した。沢田はその後北大へ転勤となり最近姓が

変ったばかりである。その後任として中村事務官が人っ

た他、現在まで人員に変化はない。教育面では ・、二年

生に対し講義と実習を担当している、、内田はk学 院生も

担当している。実習は3人 で6テ ーマを分担して指導し

ており、全員午後中出ずっぱりである。

・方
、この10年 余り主として筋肉タンパク質に関する

研究も続けられている。内田と村上は、タンパク質の分

析法の常法である=次 元電気泳動の手法を、従来のもの

から筋肉タンパク質の分析に適 したものへと改良 し、こ

れを主な武器として使っている。この方法を使 うと見事

な電気泳動パターンが得 られ、これは他大学の研究者達

も賞賛するところである。従って学内の他の講座 との共

同研究も盛んで、現在泌尿器科の徳中講師も"膀 胱括約

筋の筋型の決定"を 主テーマにこちらで実験しており、

一部はすでにJ .Urol.誌 や 日泌誌に発表されている。っ

い最近まで薬理学講座の指田助手も"虚 血心筋の構造と

構造タンパク質の変化"を テーマとして実験 していたが、

こちらの方は一区切りつ き、その成果はJ.Molec.Cell.

Cardiol.誌 に発表された。また第一内科からは人学院生

の南先生が"マ ウス心筋および横隔膜筋のタンパク質の

分析"を 主テーマに大奮闘している。彼持 ち前のファイ

トをもってすれば、成果が出るのもそう遠いことではあ

るまい。真夜中に当研究室を覗 くと、他の講座の人達だ

けが実験しているような時もある。平塚はと言えば、本

学の職員録には細菌学講座のページにも名前がのってい

るが、これは世を忍ぷ仮の姿であり、毎日出勤して来る

所は化学研究室である。筋肉タンパク質であるミオシン

分子について研究している。しかしこの2年 間は、研究

を進める上で必要に迫られて開発 した蛍光性の生理活性

ヌクレオチドが広い分野で使えることがわかり、合成の

ため暗室で過す日が続き、お陰で夜目が効 くようになっ

た、,頼まれれば国内はもとより外国にも試薬を持って実

験しに行くので、"国 際版富山の薬売り"と 言う人もい

る。 しかし、この薬屋も社長、製造係、プロパー皆一人

でやっているので、供給が需要に追いっかず現在倒産寸

前である。

最後に、中村事務官は今や当研究室にとって無くては

ならない人となっている。彼女は論文のタイプ打ちや事

務的な仕事の他写真の現像 ・焼き付けなど実験の…部も

手伝ってくれる。毎日皆が教育 ・研究に專念できる様に

細かなところまで気を配ってくれる。彼女の席は草花の

鉢植に開まれており、文字通り"化 学の花"で ある。

(化学 助教授)

9

駐車場間題専円委員禽から
旭川医科大学は、教職員用駐車場として368台 、学生

用117台 、来学者用21台 、来院者(患 者)用224台 、緊

急用6台 の計736台 という膨大な駐車スペースを持って

いますが、現今のモータリゼーション社会を反映 して、

これでも著しい不足を米 しております。しかし、これ以

L駐 車場を増設すると、大学の環境は車に埋あ尽 された

殺伐たるものとなりましょう。その論議の前に、現在の

社会情勢では、予算L、 増設は全く不可能なことです。

ではどうするか?緊 急度、必要度に応 じて、駐車場利用

を許可制とするなど、規制システム以外にはないでしょ

う。しかし、厳 しいチェックシステムを持たない、とい

うより持 ち得ない故に、残念ながら規制は守られぬ規制

となっております。医科大学人としてあるまじき行為一

一一許可されていない教職員
、学生の車の来院者用駐車場

への乗り人れ によって、来院者駐車場があふれ、来

院者の車が病院前の此処かしこに、路t:駐 車を余儀無く

させられているのが現状です。

こ ・数年間、当委員会は駐車規制と啓蒙に鋭意努力し

て参りましたが、努力の限界にきております。最近、当

委員会宛に投書がありましたのでここに紹介し、旭川医

科大学の諸賢に自粛と協力をお願いする次第です。

最近、どこの大学でも悩みのたねのひとつに駐車場問

題があるようである。本学も例外ではなく、構内での路

上駐車、駐車場への無許可駐車は跡を絶たない。教職員

が主要門、駐車場で規制をする。違反車は殆どない。だ

が、教職員では四六時中規制はできない。徐々に違反車

が増える。又、規制をする。………。イタチごっこであ

る。

昨年8月 、本学東側の市道が駐車禁止になった。それ

まで日中で50台 前後路上駐車していたのが全くなくなっ

た。ものすごい効き目である。構内での違反駐車には罰

則がない。注意に1ヒめるだけである。これだけでは絶対

的な効き目がない。何か罰則が必要なのかもしれない。

ルール違反をしている者の殆どは、最高学府である大

学で働き、そして大学で学ぷ人達だ。罰則が無ければル

ールを守れないとは思いたくない。だが実際はそのよう

である。同じ人学人として悲 しい。

では規制をしなければどうなるか。"構 内では歩行者

は自動車に優先する"と いう理想(原 則)は 踏みにじら

れ、大学は"狭 く危険このうえない場所"と 化すであろ

う。そんなことが許されていいわけはない。そのために

ルールを決めたのだ。ルールに従 うのではない。守るの

だ。守るのは当りまえだ。この当り前ができていない。

・人ひとりが"空 きカンを自然の中に投げ捨てるわけ

にはいかない"と 思うためには、実に幅広く深い教養と

知性が働かなければならないという説もある。車に関し

てこの程度のルールを守るためには、どの程度の教養と



'「一}榊 ・暫隠_pr内

知性 が必 要か 、 わ か ら ない が 、k学 人 に と ってそ れ ば ど

難Lい こ とだ ろ うか。 〈1月17日 付『.匿K、 原 迄(T)ま ま〉

(偶長車ナ島i]題 ㌧草P『委 亡1会)

ス キ 教 室
12}」16日 〔[D、1711〔}{kノ)両 「i:二、 糸文,35」君1三rll竜季†び)=1L人こ'=置i'

xキ ・・場 に お い て 、 第1'T:it° 一か ら 第4学 年:kで の 掌 生36

名(男f・30名 、 女r・6名)が 参 加 し 、 茨F一 教 室 が 行 わ

れ た,、

1日 目 は4名 の 指 導 員 ご と に 初 級 班 ・中 級 班 ・L級 班

(2HDに 分・か れ 、 弓璽19.1U)IIIそ れ ぞ れtlb,か らf旨}阜 を 受

け 、foul'は 前[ll】入'1-.教 〔室 の8叫nにflを 凝iら し た1,装 た

会 食 の 後 、 恒f列 と な)た 学 生 、指 京 員 、 職Llを 交 え た 懇

親 会 も 行 わ れ 盛 会 で あ.・ た.2日 目 に は 、 風 も や や 収 主

り 、Ili(liの 孝旨導 で 自f占 も 深 ま り昼 食 の 問 も↑昔L〆Lで 、 存

分 に 滑 り込 ん で い た1二.

に≠生 課)

サークル紹介

、、、㊦ハ②、、)㊨

爆

イ』学 に は現 在 、体 育 系31、 文化(:/!1の 学 生 卜tlfTがあ り、

4」iLl68名 α)学生 諸 君 が各 →1ソ ル に参加L、 活動Lて い

よす 、1課外活 動 は各}'{の 自発性 を 存分 に発揮16き る場 で

あ り、 各 ザー ク1レ1よそ れ ぞ1れ多彩 な沽 動 を展ltfklしぐい 上

」 昼 休 み ・放課 後 の ひ と と きを 、f'1満 な 人格 の養成 の

ため に、 あ るい は健康 な心 身 の 育成 の た め に、 各 自の個

性 ・趣味 ・能 力に応 した り'一ク1しで 活 動 す る と良 いでL

よ う 次 の サ ー クルか ら1げ 一7ル 紹 介1が 寄稿 され た

♂)て＼ 糸召介 し ま一5

(学 ノLl果)

体育系

ラ グ ビ 部

学生証の査証及び凌付について

掌 生 証 は3年 問 有効 で 司が毎f卜4月 にIL証 を受 け な け

れ ば な り ませ ん、16〔lf卜度 は4月1日 σ]i.t:り掌 生課 学 生 係

に お いて 学 生証 の 査 証 及 び 交付 を行 い ま ホーが、昭 和57年

度 入掌 者 にっ い て は新学 生 証 の 交rt、 昭 和57年 度/＼学 者

以 外の 学 生 は査 証 と な るの で、 全 員学 生 証 を侍 参 す る 二

と、,

〔学 生 課 〕

10

窒「長1的 に ヲ グL-rhが 高 ま り 、 冬 の λ ホ..ツ と して 、

競 技 場 で 、 ブ 」ノウ ン管 で 人 々 を熱 狂 さ せ る 頃 、 旭 医.ノ グ

ピ ・一部 は 冬 目民の 真 最 中 で あ る=む ろ ん 「11>に 映 る,武 含の

レベ ル と 我 々 と で:よ 上ヒベ る{1旨も な く、 彼w:と の 其通,1慧、L:

い え ば 、 ラ ゲ ピ が 好 きだ と い)こ と だ けC'あ ろ)か 、

Lか し 、 ラ グ ビ ー の 魅/1!よ そ こ に あ る.大 学 に 入 っ て か

ら ラ グ ビ ー を始 め た 音 も 、 蔓 よで に は 、 い}はLの ラ カ

{ラ グ ピ「・ しノ)三舷}に 変 え てLま うの で噛あ る1

今 午 も 、 旭 川 の 短 い 豆:‡ 、 新1.い,ク ヒ ー の 虫 を 川 え

'ζ活 気 ド 溢 れ る は ず で あ る
.

〔責 任 者 北 川di博}

酬蔭愉 賛F"乱 噌一r

.雅 卿 」

■



'部員 数
経 費 活 動

r■. 一.一..一

会費 63〔}.一 一γ:i11:.毎)旦 ラ グ ヒ∫一.フ./

月額1,川) ト ホ ー ル 選 一ffirk会 ・[.'『ノ版コ ノ

.

ケ〔2f立 〕、1{ll…1け10』 に医 体
3;

、i東征 費 自Ll負 手匡 〔.1位)

旭 月1♪ ツ.』ビ.・-1書右∫ミb・.1ヒiN1:〕並 ラ

ツ ヒ ー・協 ∫:hll入

準 硬 式 野 球 部

考を',{.壬t,里 「」.ヒ.}こなr.薫1.=:.仁 、 」、、札 .;泊;IJ㍉ ・う 」.12.二.{㍉':〕"hf・

j/.}くカ「Lノ.=('(ドL./・.:て 「ノ.「ま ら ・な し、.者冊 と"lr1∫ll1気 力・矢日ら き、

が 、 気 付 い た 時;.二 け バ ・ ト を 握 り 、 そ1..ご 次 に 気 付 い た

日、1…〔二1.弍..、一..:J)t仕 「ノドカ・ら.{友;う ら オL4:く'な. .,'ごL、 〆声:二.～f騨一こ=・メ㍉

る..結 局 と'.,ド 、叡 好.き に は 変 わ り'～・く 、 試r.計 に 勝t..1ノ ニ

し、しり1.‡1口1じ'な し')ノゴ.'1{7三 虻手～と々:、‡.1憂月磐 呑'1]ζ り白可:.こL .、 、夕.,と.

・三歩.(=・1,
.夏を・食欠丈,L・1`カごケ.}～、.二塗な カ``こ,多L、 里ftx毒 ～fき1=、 と.ノ.ぐ 、

.=二矛ifir .、(一 」ぐ・L.しL・1手;.‡ ・なし、...「 今f卜.二 そ…1憂 月券 呑・.!」 一・…

.=し1.)τを奨5!.ひf卜.(=L辛 冬才一,り;二 し 、t:う.:L:、 ・/k々:よfi.々 丁東習:二

1'ihハ..ξ ・し、,,しノ♪一こ=・・」s.、る .

〔.責f壬 者r1){二III)

部員数 経 費 活 動...一".....一 一.一 一 一..一........

会費 6月 ≡葎季 リー7艦 と2剖;〔31立1、

年'x(ilO『(}〔)〔.itlI 7}ijr也i<f本i2[r;1単 受)、81j申 〔1笈

:～8 体11位}、9月f火 李 ノ<∫ミ・〔,>f立1

i塁征 費 自 己負ffl. _11二～毎)覚 ノく'.」ノ:ぞ隼 行更〕・r里J'1:ゴミ.i弛～斗疑〃ii

〔f口昌1糸勺41r1D ノ＼

卓 球 部

・;i.球部 は総t1・・lu人の7ラ フ な ・1}で＼ 色 々 な 人 が.い て 、

実 に昧 の あ る7ラ フ.であ る..・ 岡q'1体;よ 個 ノ＼競 技 で は あ

る が 、 γ.プ ノ1内で い ろ い ノ'両 催1..な と.が.、}の 、 交 流;、‡.盛.

ん.6あ る

11

練 習 は 夏 は 週 ・t[!1].へ.冬 は 週3回 春 休 み.に はr縮 も

あ り 、 充 実1.た 練 習 が'で'1ヤ るL.か 〔.、 ブ ラ.7.1は.f固人 を

1哀1博す る.=と な く 、rl主'1生 を 尊 重 し.ぐL}る 、.

1詳.!!ゴこ:‡tip.力馳1.,.1垢幽7.し、λ,r-一 」ノカ馳羊」L.オ1'な し、カf、7♪.ノ1.rl

体:よ 日月る く、 楽Lい.最 初;よtノ イ か もL.れ な い が 、 大

学 生 活'を 充 実 し'ぐ 過 ご.`こ と が.で'1㌔ る7ラ フ.'で'ある 、、

〔文'責 栗 栖 康 滋)

部員数 経 費 活!(qJ
一一.

i..

J.

一『 一 一

5月..1L(毎 辻亙ひミ舵卜!闘軸科・大 会 〔1憂

'z・要 な ・.ノど.徴 勝}、5月 学 連 作 期 メくゴヤ 〔2

lldl.,〔 附 〔lllD 部 校}、8月14〔 医 体t決 勝 リ
1{】

・ グ追1出}
、m月'1;==」 塾穆JUi尺

」・iil=費r1己 負.}.lL ∫.ヨ2部{.受1、mlLILi'^三ffi〔 優

Oh

▽

-

匪

,

、
隔

騨

`

…i『 静 噸 驚,糠
:恥...ト,,「..:

陸 上 競 技 部

拳ノ,;、i字 ミFヨを生:二..t.:..〕..ご 、 ノ、オξ.11/L;.二 し、).亡,し ア.♪力言.、し、ノう・

な る 意 日未 を..も 一..八り か..1.;い い ま す..L:、 人 々 しア.)傾}康 を あ..1.か

～う チ予 と・1...ξ ピ{,}L「)f4=春 ・㌃'溌=∫11!.{イ」.二.L・:よ'之 ・究煮て「.ゴ〕イ～と 考.、え

珪、.3.-1Llカ`1フ,「 ノ.1.‡、1∫:】fT白'・J≧1.」.「♪.よ、り イi「㌧幸申臼'・,4:釧斐帝傷1呑・

祥ゴ ・し7.)li牛当瑳.レ:L、!1<7海 気L㌧ 、糸ヰ1「誘了を・PiLlr.ξ し、ま 「IT、 ノ<.∫・～

1二月.〉`一.:).=二と を・第.占Lノ)ll季 票 と: -h:1.」 、右}ノ・り 、({tiJ)7ン.ノ1.、1.'

:.工「趣 き を・填き::Lて い ま 『tカ;、 イ.人,達『:.t二 しノ)生て「….ノくな ド1祝餐」ノ.)llI

『ξ練 習 を・続 け ら 才.1る .二 と ド 、i蘭 び を・感1 .'て い イ}・')C.」.

ノ〈「'呼〕.1亟庭蓑 を・な 力書.占5な ゐ1.ら び』)ジ ニ.1一㍉..ン ク';.t、 ま、,等{こf1をll'1'」で

'i' .侵 穀康.… 踊そ オtカ 「1.fゾ」童しノ)γ ・ンーノ.(ノ.>1こ'ぐ'ξL'.1-..

(.ヌぐ岸{.Yf}.担.`1】}

部員数 経 費 1舌!lih

会費 〔～23…62.L化1毎}萱'」j∫7貿 こ」握1」 情:、

月 客〔{1,〔.1(.1(11り 7Hf{亘1》<f4>{i)1・ 恒)、729-一.7:ifl

i:;
・

聖4〔L}ミf4ヨ1イ 立)、812!箸 介11イ く1天

」堂1」li費白Ll.負 才巳
」

14`i・葦;再刻天〔31ケ1

,.11.ll毎〕首 ド1そ'LGl=尭 尭才芝」車II盟 加1/＼

」」...障凸柵4置邑軌 一.■ 「層「



「`一 饒b騨「.}

「 一ス キ 部..コ

イkノう言.}'釜1;:x、.ノ97し'＼ン 、とノ1し 一ノ..1.で/ツレノ.)2ゴ}【;1「　j:二 つ}一ダう」才i、

IU:卜:311に 耐 ・れ る 劇 矢 体 釧1標 ・に 活.動 し て い ま す.

[,γ1卜度 ・581r度:,4:、 北 メ(を 才.∫さ え 、 見 事 に優 勝 を さ ら い 、

ICU医h;19iしを・ま き イ:ノ.こし よL.た..ン ヒ1U拍勺な 糸束習:よ 、11〈 ・十

しノ.)放1ξ果r(=層.3.カ ご、 ドi非三ト し..1二Cih喧二}者.書ノ毛二.〈、}浮葦言.顎…季東ロ

ビ...の ・角 を・占 め 〔皆 さ ん ご め ハ.な さL1.つ.一 年 中,.ス

キ ー 野 郎 うご一∫.ロコ..ロL.て い ま す.but!年 中 、 競 技 ・り

..=と ば か りt,考 え.a、 る わ け.(は タ.・り ま せ,～.=お ・花1,、し

ゲ 〉.ス'・.一 テ でil催 ・:{一}一 遠 足 。t、・ と
、 怯 や な 二 と

をfTい 、1.1今 ・、.'亡気 一杯 作 動 中.:.「.{.

1 .之.責 ≧i:隆r.;.

部員数
..

経 費 活 動

.1定費 72..1ヒ ヒ瓦匠〕亘戸;そf」」⊃くヘー.」 儲垂{ul)馬尺ゴ≧こ

目 額L{1け け円 ・2fL「・::」7金 日 仁 .へ辛'乏'・ロ ス

カ ン ト11、113..iヒi(0・ 道..比!也

65 .・.;舶i.費rl己 負'耽 1く1巨lffく ∫㌧ま鐘 、2:～...23..1ヒ 、毎辻1

学 生 欧 ～一 麗}三 惚 、

32ア.-3291札 医 体1∫ ・.左1

黛 日 イく・,iヒ海 道 ス 、一・一凍 盟 り[1ノ＼　

1'?

りし

コ ル フ 部

御 人学 お め.ξ'と.)ご ざ い.曇.1わ が 九ll医・り..1ル7部{.仁

「ぺ 『'II酌 ン ト リ ー7シ 「ノ.」 と い)aria ・1」 掃 、る い

な 「了..1しフ場.ξ 』一 』、}渤 を 才,..=な つ.ぐ い.口.糸1姻{.し 水UG'と

1二躍 の 週2回 ξ・'、先 輩 が 中.で お・.:コ 「.ご1ね.圭..1...1弓 い

部 屋 で.」.)勉弓垂1・りあ.≧ 、 北 海 、】首の ノくr燃 を 八,γ{'才'、 ・1、い

A;1.f:-1し.6飛 け:1ーの は 、 実 に 最 高'`..{ノ'./、 な1=級

牛.に な ・、て か ら 、-7.ll.'ノ を・・1・引 た し、、 ～・ら い た い.・:い,

て:る 人 が 多い1:う で弓.み な さ/、 も 後 』ひ 、1)後 悔1な

い ビ ノに 、/2の う ち か ら1.-1・ 翫 鼠 一 .)そ れ 加 一,、 ・

般 的 に.」」しフ ピ、・)1.、 ・りは わ帝 か.,う療 る 、トい わ ね や,L.}、

4,1/i.、才}二う`.』ノ.1し一ノ1}1　.ξ1:.‡.、1.ま.L=/し、レ.ノ=ノごt,」i1究衆C・・々∫・ぎ!じ

!一.;ヨ・r-「 し.を・イ'」.一こ、rl・rL ,圭』ξ・.kオ〕オ[く5しi,.`・.{...つ＼、j

lしフ:峯.11ご・生 た ち♂)闇 で.
、 ナ ウ い 凶ホ ・.刀.・ 〔..◎ ノ.一ム を

ひ き わ..二1..て い ま.1-.先 輩 た ち 尉 旨.・卓熟'[1丙 人 力 釈 、

.{ぐ にLl
.セ1..ま.1.=な お 、 去 年.り 刺 弘ミ体 で{.魂準 優 勝1.L二い

う 輝 か1.い 成 績 儲 ⊃・さめ.ご い ま 一1.あ ま:り む す かLくp

.:1す.:.マ.気軽:ー ノ¥f'手匿.∴ 瓶 主 ぜ,～ か 争 、 一机.フ を.1.貝.:.y.,

る に は.一一爵 適 切 一';ll,p期だ と思 い ま1.

〔.責/賭 菅 野ll占.翼.三1
.

部 員牧 経 費 沽 動

会費 i;月 メく",'kt抗Bフ.ロ 汐{2位1、

fJ;uul,:川rり 7月 「;='1.;.経∫.手往〔ll胡人2f立)、7月

.
.}交之・f}ノ℃、 ン11i--8月14〔Pミf傘

り',

_.

1宝征.費 自[1負 才且 d.1.lf乍1隼 優H{}・1固 ノ＼2f、"」 、8

月北 海 道 掌 生 新 ノ、戦

..1ヒ」り::1亘写そ硅….1.∫し一ノ.}整IIIJ加 「ノ＼

「.ボデ ィビルディング部
筋 肉1「・リ モ リ ∂ ノt一 ム キ マ ン達 が 、r1分 の ホ ノ、:'1、,1.

ヒね 、 院 惣 ・微 笑 を ビノ・ベ ノ↓ そ/己 簡1.を 連 、想Lか ノ.,

こす 献 実:.Lそ.)で.:.工 あ り.1世 、1.・ 中1'は そ/、 な ノノ』1、

'.・る1.').5'1.が:1イ 受が.部 は 総r.≧/l'・爆 礎 体IJし りll・iレ1.目 白'・」

ヒ:、}::.漏 休.み・.L二い:・ 短 い 練 習u、IF間しり中 て.・-1.1・む効 果

(i'ゲ、』内 詳ド・.i・二 なL.こ い:け リ1;、}ノJう・.,.右、 班 ノ∫か 良 い の

一r女 性1し 二
1で フ'・'ソ1-吊 適 ご.Il也 γ.ノ.ノ.r.沽

躍 ㌧'=..、・貴 乃'、'ド ご.旭 噴 ノノ、 星 非 ・肱 体 磁'1惚 階 の

トL..』.:汐..1L.へ に 尻1:1雅 て ド さ い

噴/r:者 山 口 聖 隆1
.

部員数 経 費
..

活 動

1

会 費

月 額1.{.〕 〔.川り

511叫1を リ♂郭.}チ ～町」首「;∫=廿こノ・11

リ.ノ テfンi.k会12位 八1〔}

月 中il〕 秋 弊 ド道 学・生 ・・ワ ー一 リ



フーノ1fン ク1.大食〔2f立)、12月

16
L/i」 乍ll直 学'駐'、77・-1∫ 『ノ ア『f

ン グ新 人戦 巴 位 〕

H本 ・全 道 学 生 ハ ワ ・ リ 『ノアー

イ ン ク'協 会 加 人

1越

一
ノ:1トの 旭医 の バ ドミ ン トン部 は 、 東医体 の 団体 戦 にお

い ご1丹女の「tl体戦 と もベ ス ト8と い う優 秀 な成績 を月叉め

るこ と がで 曳、盛 りLが りを 兇 ぜて い ます。 現 在 、4年

生 の佐 藤 部長 以 ド、20数 名の 人た ちが 入部 して い ま 尋一が

ちな み に去 年の 新 入.部員 は 全 て初 心 者で した、、この よ う

に、 こ こ旭医 の バ ド ミン トン部 員 は 、 メ(学に 人 ・,てか ら

女台め た とい う人/r多 数 を 占め ます∩ 糸東習1ゴニ厳 しいてト弓1/r

楽 しい 先輩 が 多いの で みん な張 りあ い を もっ て参 加 して

し」ま 一4'いなよナ、糸東習[llゴニF{・金日湿illよ'rf愛5H,j…カ・ρ♪で7k

IIIl1は'iイ麦1日芋か ら各2日 寺間'です。

(文 責 花 岡 淳一)

硬 式 庭 球 部

部員数 経 費 rfi動

31i

会 費

月 額1.〔 〕0〔〕Ill

遠 征 費 自 己 負 担

8F3東 医 体

〔男 女共 にベ ス ト8進 川)

新た に旭川 医 大生 と な られ る諸 君へ 、 た学生 に な った

な ら'必.ザf口∫カ・び)ス.トー ツ系 ク ナ』グに ノ＼る こと を勧 配)ま一4.∩

特 に硬 式 ゴ ニ 欧部 では 個 人参加 の ト ーナ メン トと団 体 戦

の ふた通 りの た会 かあ り個 人の 努 力で と/㌔どんr.達 して

い くの で す⊂1と 二ろc近 頃 、テ ニスとい うと軟弱 、 ミー

ハ ・一の 代 名詞 の よ うに思 わ れて い ます 、確 か に遊 ひな が

らテ ニ スをす るの.も楽Lい.も の です、.しかL勝 っ た め ぴ)

テ ニス 、勝 利 を]指Lて 毎11練 習 を繰 り返Lた 後 に、 よ

)や く勝 つ こ とのCき た時 の 喜 びは さ らにr}も の で

す 。み な さん も僕 た ち と一一緒 に勝 利 を目指 しま.rFん か

1責任 者 北 村晋 逸)

τ琴 理

L

裟
≡

レ
パ
携

蓋
叢

ウ
穴
金

髭

4
、「
～

.
"
酎叫

一葺
騨騰

剖損 数 経 費 沽 動
■ τ.一

会費 北 海道 正座 リー グ2部 口 位 〕

月 額1,(IOO円 北日本医科歯科学生体ii会
46

〔!くノLト4}、 東ifミfイド(21口1単k〕

遠 征 費 ド1己負担 北 ～毎道 学 生 テー=.ス1重盟 加 入

』雨 達 覧
㌧署 ナ 幽'

'層幽

.

バスケ ッ トボール部(男)

病

、
}

バ ス ケ ノトの 好 き な 皆 さ ん 、 男 チ バ ス ケ ッ ト1/11111に入 り

ょ せ ん か 、 僕 達 は 、 根 っ か ら バ ス ケ ノ トが 好 き で、 暇 を

見 一『2け 「こ;よ体 育 負官1、呼}=き ニ コ ・一 ト を打 ・,て い る、、 そ 〆しな

男 〕圭・で す 一二/Lなf業i当 か ら 、 二 れ か ら び)大 弓そ竺三言舌に 其月待ヒ

と 不 安 を持 ・で い る あ な た 達 に 一 言 、 単 調 な 毎 日 に 沽 力

を与 え 、 生 活 の リJ,ム に な る 様 な 部 活 劇1に は 是 非 と も 参

加1べ ㌔で1そ1.こ 、 各 学 年 の 先 輩 達 と 交 流 を 深 め な

が ら ど ん ど 八 良 い 所 を 吸 収!.cい っ て ト さ い 。 僕 達 は 、

あ な た た ち が そ ん な 場 と1、1Cバ ス ケ/ト 部 を選 ん で く れ

るの を 心 か ら期 侍 し'て い ま.1マ イ・一 ジ ャ ・ も 募 集 中 。

(責 任 者 梶 野 浩 樹)

部員数 経 費 活 動
一一}■ 一

会費 5、 ユ9-5、20二1ヒ[争 ミfイ∫(4f"1:)、

月 額5〔 〕o… 仙7春 季北 海 道 学 生 バスケ ノ ト

?1 1,(1(111円 ポ ー ル 選r・ 権 尺 会(8f立)、7

13

圏



ρ.A一 一'「馴、卿」r

7月 中 旬地 区 体q回}ii鉦 敗 退 〕

7/25・-7/29東 医f本(3[1II単 昆則(

遠征費自己負担 退)、10/18秋 季 北海 道 バ λケ

ノトホ ー ル選 手権 大 会 〔3回

戦敗退)

金 日 本学 生・北 海道学 生 ・旭川

地 区 バ/,hノ トボ ル協 会加 入

サ ッ カ ー 部

-

酵

雛

し叢

覗

4嶋.凹

¶詮

柔 道 部

現 在 、 柔道 部 は 、fi年1名 、5年2名 、3年4名 、2

年1名 、1年2名 と人数 不 足 に直 面 して い る。Lの 学 年

を除 く と実 質的 に活 動 に参 加で き る人数 は限 られ て い る、

昨 年 の 東医体 で は、 わず かの差 で ア選 リー グ を勝 ち抜

くこ とが で き なか った 、,しか し、 今年 こ そは、 決勝 リー

グに進 出Lよ)と みん な頑張 ってい る、,個人の 力のYは

他 大学 と 、 そん な に違 わ ない と、 みん なが わ か一・て い る

か らだ..1

今イトを勝 ち抜 くため に も、我 々柔道部 は 、辛κLい 人材 、

著 い 人材 を必 要 と して い る、,現在 の部llの 半 数以r:.f、

大学 に 人Jて か ら 柔道 を始 めた 人達 で あ る か ら、初 心 者

で も 大歓迎 だD

手蛇々し7)糸束習:よ週31日i、1H2圓i…r晋1手 呈度'(きしク,り、7'1レ ノ～

イ トとの 兼 ねnい も)ま くい くは1』で あ る、、 よた 、我 が

部 は 、部 費 とLて は ・切徴 収 しな いの で経 済的 負担 は 、

さほ ど かか らな い、,

新 人生諸 君 、是 非 我 が 柔道 部へ 、、

(文 責 尾 形文 智 〉

部ciru 経 費 活 動

ユ0

会費

無料

遠征費自己負担

8/3-8/4東 医 体

(予 選 リ・一グ3付:敗 退)

旭 川柔 道連 盟加 入

0

さ τみ な さん 、 田:界に は数 客 くの スホ ー ツが あ りま 母

が 、 その内 で 最 も世 界的 に 人気 も あ り盛 ん な.<ホ ツは

何"C'し ょ うか?野 球!全 然 ちが い ま む,♪ ク ヒー!い

や い1'、 バ レー!全 く違 い まd,、 答 え1よサ ッカーで 凱,

ll1'rメ リ カにお い て は、 イマ イJ人 気は あ りよ せん

が その他 の 全 田:界、牛芋に南 米 や ヨー ロ ノバ 【こお いて は 、

絶 大 な人気 を誇 り、 そ の比 は 日本 の'ノロ野 球 ど こ ろで は

な く4年 に1度 開 か れ る ワー ル トカ ノフ は、aリ ンヒ ノ

フを もLの ぐ と、 言わ れ るば どで あ り、 デー ムの 勝敗 を

め ぐ')て 国 の開 で 戦 争 す ら起 こ るほ ど で む、

そ こで我 々の旭 医 サ ッカー部 で 璋`が、 サ ッカ ・ をこ よ

な く愛 」 る20数 名よ りな り、 キャ プテ ンを中'L>とLて 自

1泊勺に かつ ハ ー トな練 習 を行 い 、 なん とい・・て も旭医 大

唯 ・の 十.道学 生 リー グ ユ部所 属 チー ム で 凱,

また 、学生 主 催 の ソ フ ト,ドー ル人 会 に おい て も優 勝 数

回 を誇 る強 豪 チー ムで もあ りま 書'。

で 瑠訪 らサ ッカー好 きの 君 も、 →1ッ か にあ ま り興 味 の

ない 君 も ・度 グ フ ン トに足 を運 ん.cト さい!

ちなみ に+1ノ カーマ カ ジン に旭 医 ナ ノカー部 は 載 り ま

Lた 、、

に支〔責 岩山奇倫ilK)

ユ,,

部員数 経 費 活 動

会費 5,28--5〆30/ヒ 医f本(4位 〉、

月 額2,0001り 7/7-7/9t也 区f本(31,'r.)、7/24

一7・2〔凍 医 体(:i川 戦 敗 退)
、

遠征費自己負担 6月 一.9月 末北 海 道学 生 リー
z;

グ1部 い1付:)、6月 ～9月 末

旭 川 社 会 人 ナ ソカー リー グ1

}峯匹〔5f」ヒ〉、10/28.」ヒ1毎iLPく 歯'」1そ

生 サ ノカー 大会口 位)一
バ レ 部 は現 在 部 員数 が約25名 で 、 夏場 は週4日 、 冬

場 は週3日 の練 習 を行 って い ま む、部 員 は、縦 に も横 に

もけ1結が強 く和 気 あ い あい の雰 「用気 で す1、この 気 の 合'

た 部員 の なか か ら作 りだ され る 一1ンビバ レ は絶妙"C、

旭医 の お実 芸 と されて い ます。

昨 年 は 、 東医体 に出場 し、 メダ1レは逃 した もの のべz

ト8に 入 り、 全道 の 瓦学 リー グ戦 で は3部 を確 保 し、 今

年 にっ なけ る うえで奮 闘 した 一年で した,、今年 は 書三力 と

Lて 活 躍 し ぐくれ た(i午 生 が抜 け てLま いま した が 、他

♂)東1旗ミf雫レギ ーL・ノ..5手 乙;土f建白.な び)c、 日1歪r,塁b父(トきな

か ・た 東医 体優 勝 を[標 に、 剖;tt・ 「司練 習に1励み たい と

闘



■

思 ・,て い ま ξ一..

ち な み に 、 部 員 の ノぐ トは バ レー 経 験 ゼ ロ で 入部 し ぐ き

ま1が 、'卜 年 も1る と 一八 前 の ブ レ ・・ヤ ・ に な っ て い き

ま 髭 、 大 学 で 何 か を や っ(み た い/i,あ り 余 るiネ1レ ギ

を と'こ か に7L散 し た い 方 、 是 非 ・度 バ レ ーcの 糸d:>L3を

見 に きcみ ま 仕ん か,お 待 ち し て お り ま す 、、

〔文責 鈴 木 義 隆)

部員数 経 費 活 動

会費 4月 卜iU呑 ≡弓5…リ ー ク「3}kl三(4Tai:〕 、

月額1,000円 6月 中 旬 道 東 リ ・ グ(si立)、7月

L旬 地 区 体〔べ λ ト8)、7clド

25 漸1}.費 白 己 負担 ilJ東〔[矢1本(!ズス ト8>、10月 【戸

旬f火 季iリ ー ク3Luc5{,'/.)

日 本 ・旭 川 バ レ ー ボ ー1レ 協 会

北 海道 バ レ ポ・ ル連 盟 加 人

[=亙=至 〔i二壷ニコ
東医体3位 とい う輝 か しい成績 で10年[を 迎 えた我 が

剣道 部 を、 更 に 』UMPUPさ せ るの ぱ、 そ うあ な た

が た新 入生 で す 「剣 道 部 員 に も練 習 が好 きな人 と そ うで

な い人 が い て、 で も各 々色 々 な分野 で部 を盛 り上 げ て い

まd,、 練 習 に命 を か け るの も いい し、更 に独 白の 分野 で

活躍 す るの もい いで しょ う、、とに か く一緒 に クラ ブや り

ません か、,泣 きこ と つ,女f団 体 戦 が組 め まゼ ん,男

子 と 共 に段 位 、経 験 を問 わ ザ た歓迎 です。

武 道場 の ドアが開 い(『7レ ノシュ な顔 が恥ず:か しそ う

に入 ・)て来 るの を部 員.・1司待 一プてFいま_d、,

(責任 者 山下 武廣)

部員数 経 費 活 動

会費 7月 ヒ旬北海道地区医学部対

月 額i,ouol'1 抗剣道大会団体戦・新人戦(2

f」佐)、7∫ 」ド{ill}ミf本(3f立)、

a7
遠征費自己負担

女r・f固 人 戦(べT,トis)、st)

i=fリ」ヒ～毎丘芭医 亡蓑」薬'11:生 寅11)直大

会個 八戦(優 勝)

旭川剣道連盟加入

[山 岳 部]

春 ・蔓 ・秋 ・冬 我 々 に、その た お だ やか な姿 を忘 れf:r

ぬ もの に して くれ る大雪 山 をは じめ 、北海 道 に≪.様 々

な山 々が あ り ま 凱,

新 緑 の香 り、照 りっ け る陽 射 し、 あ ざや か な紅 葉 、 し

ん しん と降 りつ も る粉雪 、Illは 四季 そ れぞ れの 姿 を 見i+

て くれ ま 誹'。

我 々は 、四 季 と も に山 に在 り、萌 え る草 をつ かみ 、緑

の風 にi次か れ、吹 雪 をつ き、 万天 の 星 に抱 か れ て酒 を く

み か わ 弓、温rh好 き集団 です 。

(文 責 鳥家 良輔)

部員数 経 費 活 動

°0

会費

目額200円

5rJ春L」 」合旨茜〔i・月券」璽II車)、7

月 夏 山n宿(大 雪 山)、12月 冬

山ii/tl大 雪 山}

顧
。.い ・"甲.町 〆

欄 轟威 鼠 ・
鯉 喪 ・…

ノ 麟 華一一
まず は活動 欄 をみ て も らお うか な、 東医 体1付:!全 医

体2位!光 っ てい る〆しC'な い か い.そ してfu1と東 医f奉を

この 旭川 で成 功 さゼ て しまっ た と い うん だ か らz度 ひ一・

く り!地 の 利 を生 か して勝 っ たん だ ろ うっ て?そ れ が素

人の 考乱 、そ も そ も弓道 とは武 道 を越 えた武 道 、高 度 な

精神 力 を要 求 され るの です よ,,一 射 人魂 、,夢皆 中。 ど う

して 弓 を ひ くの と問 わ れれ ば 、 そ こ に的 が あ る か ら さと

答 え る境 地,、これ が 弓道 なん です 。 今年 は 全医 体 も旭川

で 行 わ れ る,、全医体 制 覇 の 喜 び を 共 に味 わ い たい と 考え

るあ なた、特 に 女のr・、 お じ さん は道 場 で待 一・て い る.t。

(文 責 佐 藤 紀)

部員数 経 費 活 動

会費 6月 北 海道 学 生 弓道i鐘 丁・権 大

月 額1,U9(_}円 会(2位)、7月 下 旬 東医体(1

位)、8月 上 旬 令医体(2fの 、
25

11月 ヒ旬北海道学生弓道争覇

is



L.唱一{r静rρ 醒ト.【.騨.,"

遠征費自己負担 単琵3部 リー.グ 〔1粒:}・ 新 人k

〔道 内約 〔7イ 拍

6,0L)〔}円) ..lb毎≧近「』詐生f5〕 豊違ll湿 加1人

ぴ

」誌

[ 大東流合気武道クラブ

我 か メ越 〔流 合 気 道7ラ 匿ノ::t部 員13名 、OB4名 の よ く

.実と よ ・.,たケ.ラ フで.1た 蒔{流 含 気 柔 術 は 太 ノ/、 短 〃に

kJlー る 攻 防 な ど様 々 な 技 術 をi5/iξ お り ,こ わ を 身{㌦ ノ

:1オ1:!で証塾身fホfと し'ζ;‡ も ち ノ㌃/紀しノ).二、上二、t.;峯申U糸 束に も ・ノ

な ♪ゲ り ま す 体 に 白 身 の 、ク,る 八 、 な い 人:よ 問 い よ ゼ ん.

r↑気 道 の も つ 奥深 さ を 少Lで も 知 ろ)IL:す るh意 の あ る

諸 君 を 侍 ・,て る 廿!女 ∫・部 口 も2名 お り 、 武II霞 に憧diる

1;手[撫r・ も 安 心 し'3、 部'(A.塁1.医 大 の 中 で ・1'分び以

i一もみ せ な い 人 を 見 か け た ら 、 そ 矛[は 殻.♪ と 合 気 道 音ll員

一《、,.「
.,

〔S?林u仲)

ワンダーフ ォーゲル部

新 人生 の み な さん 、人学 おめ で と う、、

我 がW.〉,部 は発 足10数 年 来、北 海道 の 大自然 を相 丁・

に山 行 を重 ね て きま した,,ま た最 高の 盛 り上 が りt,.せ

る コ ンパ等 、.ーニ ー・ク'でしか も.エネルキ..ノシ.iなf中 閤 の

工終ま りで す,,

北 海 道 の 山 々と広 人 な自然 を愛 し、人 と 人の 出会 い を

大 切 に して い る男 女諸 君 、 ぼ く らは君達 を侍...,てい る

来 れW.V、 部 へ.グ

〔責 任 者 岡 本 ・≠pr

部員数 経 費一... 活 動一....一.. ..『 一■ 『

会費 5i--52十 月券一「が貨山L正」ろ.㌣ 一、

月額500円 5,20九 既岳lllス 」ヤ」・ 、6'9.一.61{}

1・勝 ボ ン ビ 沢 、6is.一.614汁
z:; 遠征費自己負担 ,,.

寒 男1」1エ「}・「†1竜Iitlll、79.一.713矢iI

床 縦 走 ・道 東 、1〔}7高 根 が 原 、

12,23刈2'2・{富 良 野 スF一

剖;員数 経 費 活 動

会費 729--7.30金1首'噛 弛'書三r}襲て」蔦 大

月額i賦)円 会(於 北 大)、8,・5--8「6全 国 人

畔〔流 含気武 道 演武 大:r:〔於 網

1:i 遠 征 費 ・}椴 級 ,D

審 査料 そ・り他 若 却 孝〔流 合 気武道 旭III部 ・大
.干自己負担

東流 含気武 道総 イ培ll〔却4〔館}

川 ノ、

讐

難

鷺f轟 楽…
ゴ∴警 ゆ 塩

軟式庭球部"ア ツプルズ'

私 た ち 軟 式 庭 球 ドlllは、3年 前 に 部 に な ・誹 二ば か り で11

が 、 現 在 は 、 部 員23名 、OB会 々 員13名 と と て も 充 実L

て い ま1.こ の ク ラブ の 特 徴;‡ 、 ト記 の 様 に ㌻ く の 対 外

口}」℃合1二 参 〃目し'ぐ 、 ・ア ニ ノLぴ)ξ支fイ行cりlrl]i=畜・II、ざ'事`・1白iと 、

気 軽 に テ ニ ス を楽 し む・と い う同 好 会直勺な.・ 面 を 兼 ね 備 え

てFい る と い)こ と でLよ う,.で す か らikし て目饗.苫 し く1よ

あ り ま.ぜ ん 〔.、 ま た 、経 験 昔 に は 多 くの 活 躍 の 場 も 与 え

`㍉才/よ 一專..ρ1ヒf毎玉ii♂)一ヨ.カご一`.カこしし)夏i二iよ 車タこ∫ミア=』 ス ヵご ・

番 で 一1ど うぞ ・度 ラ'ニ ス コ ー ト に遊 び に 来 て ドさ い 、、

や さ しい 先 輩 た ら が あ な た を 待.フ て い ま す 口

(責 任 者 井1二 光 太 郎 〉

Ii;

圏



r

部1傲 経 費 活.動
一 一 .

会費 62.一 一63加 蒋1畳卜月f餐i戴C革 及 〔2

月 額1,〔 川 円 f・ン:)、6:i(レ ー一・7ユ ノ山 月け也 区 女†打〔

iii琵口 伽
、77--78土 硅L区体4

23 遠征費自己負担 【14単望liS〔,運1)、715・ 一.716..1ヒiii}」 亡工

1.x三f'N陣1手こ1}i[髪〔2f・:疋1、727・731

外〔L展1奉 「)』フri/7{sf・ 「':〕

ノLIIi彰ζ∫∪庭正Rj皇lit乏加1入

白い恋人(基 礎ス孟該 キ_同好会)

恥

… ・一一 一 一γ 凝'…`"

漕輪

。螺

↑

曾♂9・

冷

▼ ・

[T互 ズ亘豆]
毎 週 水 ・isの'卜 後 、 オ ー1い ンLザ ー.」 一 トで 活 動 し

て お り 、 よ た ヒ曜 に は 他 の り 一 ト も借 り て い る=年 問 通

し(♂)活 動 は 、 期 閻 が4.…10月 と限 ら れ て い る た け に 、

短 い よ うに 感 じ ら れ る 今 年 は 是 非 シ・ ス ン オ フ の 時 期

に 仁1.'9⊂ ノ1.[た い 合 宿 は 」.7L一 已11・f.'・

と り/イ・ノノに 各Uulあ1)、 昨}「 は ド∵別.!・」.ヒ..Fで}Dた

合 宿 け な!1と い.爪 ㍗ 、楽 し い ち の て あ り,参 加1.る 意 義

は あ る 、1'摺,.)ノ.」 欧 を楽!.む1、 ‡か な!、 ξ ±,P.み ま{

の ご、 期 待1.`ド き い な む写 らトしは 昨 でトしノパ ヒ コ ξの 合

宿1担 ゴ1」蹄lnを ・ミ ・7に 写Lたk,J)Cあ る

(文 責 含 谷 木 徹/

部員数
一

311

経 費 活 動
L-」.

会費

年額 3,00(川

.ヒ 」..一 一

毎 週 水 ・十 曜.練 習

5月 ド」♂"IJii(ii、7月._一 ピ コ ♂↑了苔

「あ ら ゆ る スホ ・・ツ の 中 で 、 そ の 王 者 に1直 す る ん ド・ ツ

が あ る と す れ ば 、 そ れ は 、/,キ ー を お い τほ か に は な い 、、

入 ヘー一 ほ ど 、 筋 肉 を 鍛 爵 、 か ら だ を し な や か に し、 し か

も弾 力 的 に し 、 注 意 力 存 高 め 、 巧 緻 性 を養 い 、 意 志 力 を

強 め 、 心 気 を 爽 快 に3『 る ス ホ ー一・ツ は 、 ほ か に な い 、1』

こ れ は 、 ノ1し ウL・ ・の 探 険 家'ノ リ チ 」'ノ ・一)ン セ ン の

言 葉 で31が 、 入 午 一 〇)素 暗 ら し さ は 、 こ の 詫 葉 のlllに 、

そ の す べ て が'語 り ヘミさ れ ぐ い ま 』ξ、、

私 た ち は 、 こ の 「ス ポ ー ツ の 王 者 、 ス キ ー1を 真 に 愛

弓ーる 人 間 の 集 ま りで す.,

(責 任 者 矢 倉 幸 λ)

部員数 経 費 活 動

会費 7/16-7%17赤 岳 夏 スキ ー 合 宿 、

年額2,000円 1/9一 ユ/1ユ富 良 野 ス キ ー 合宿 、

3/12-…3/16ニ セ コ ス キ ー 合宿
59
遠征費白己負担 (予 定)、3/17-3/19北 海 道 学

(u宿1[・1 生 基礎 ス キー た会H㍉場(予 定)

7.5,0()〔 〕円 程 度 〉 北海道学生昼礎スキー連盟加人

[亟 墨」塵コ
昭 和5g年 度 東医体 千憂勝 、 こ れ が私達 、 旭川 医 大 女 ∫・バ

スケ ノト部 の敢終 成 績 で'引.結 成5年 目に してt.う や1

勝 ち得 た栄 冠 で す が 、 全て 、部 員 ・同1年 開 ・生懸 命 バ

スケ ッ トを続 けて きた 成 果 で す。 しか し、… 度 項点 にの

:ポり一つめ て しま った ら、 そ れ を斜韮持 し一'つづ け るの は も,

と「利難 な 事で す..そ ん な 苫 しい時 期 に さ しかか 一)てい る

今 、私達 に は、 あ なた た ち新 入生 の若 い カ がぜ ひ と も必

要 な0>で す 学 年間 の結 束 が強 く、II月る くた く ま しい な

性 た ちが そ ろ 一ノて い る 女子 バ ス ケ ッ ト部 に あな た も フ.レ

イヤー 、 マ ネー ジ ャー と して 人部 して み ませ ん か?

(責it音 森 ド奈緒 美)

1.



幽.一 帰._.一.」甲Lr

部員数 経 費 活 動

会費 5〆19-.520.1ヒ1弘 ミf4>〔4f立)、67

月額500… 春 季.1ヒ1毎}首'1弛生三バ ノ、ケ ソ トr

1,〔IU〔1円
一一ル 選 手 権 大 会qlll1戦ll気 退1

、

7!26・ ・-7'「2grネ 〔Lひくfイド(f{蓬・月券 〕、10

10 遠ld.費 自 己負 担 18乎火.f[ゴ 毎)首 ノ{入ラ ノ ト ホ ー

ル玉巽rr人 こ∫き〔21ロDii髪目～〔i1.'〕

全11本 学 生 。,.化海 道 学 生 ・加1川

上也[♪く/く ノ、RJノ ト」!く'.7レ16ち会Lhflノ ＼

『
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文化系

部1激 経 費 活 動

会費 6目 メぐ噛1身Hy「り:し'奨IP<1'月f崔 、1{it】

月額5〔 川 り 4〔ink人1'噛Fr「り:貞 〔}子1;とr↑1口1合 ㍉;・1≧∫で

12月.ILI毎 」近"∫ ピ延」坐li{Fノ屋'徐加1〔

2.1
[}司}日)、12月 「加りll'』;身ノ1:'プ 」て,}曜糎

li1～1〔1反 幸看け1}乏 馳ン141～1蔚 ゴで発i}己 、

2月 冬 〔ノブ「」:白〔1」芝1111竹{f・ 「」k

[=医=__....⊥ コ

私 た ち は 医 学 生 と し ご自 然 科 学 とLCの"医 学"は い

や と い う ほ ど学 び ま 遥 が 、 将)k医 師 と!、 ⊂実 践 し て い く

　1矢り寮"に 一)い 一Clよ皆 無 と い
,一こよ い ほ=ど1;11る 機 会・1よ・少

な い も び)で す,f見 在 、 汐ミ療1よ も と よ り そ れ を・耳夏り 巻 く'「毒

勢 は 増 々 き び し い 状 況 をJLで き で い ま す 。 特 に 北 海 道

の 地 域 で は 生 活 や 糸圭済 的 な 要 因 に よ 、で 医 療 が お び や か

さ わ 一こい る こ と カfこ し∫)問し7)ギ舌旦功で11月 ら か に な.・ て「い ま す

医 ノ{祭 と 一ノ ィー ル ト「ノー7を1舳 に 学 内 に お け る 医 療 問 題

♂)・ヨ ピ ニ オ ン リ ー ダ ー とLて 』4)f～と害ljを�f来 の 謄ま1}巾f象を拳莫

索Lつ ・.,担.って い き た い と 考 え で い ま 髭.

〔芝責 松 川 彰)

写 真 部

写 真 部 は 本学 の'1.プ ブの 中 で 景 も 古 い ク デ フ1の1つ で

あ り ま 毒一。 活 動 は 、 大 学 び)'与:真部 と して(い わ ゆ る ウ メ

ラ クラ プ と は 遠 い)``作 三品 と して の 写 真 の 製 作"を 行=・♪

て お り 、f固 々 の 作rlllを'芋 ち』,督り 互 い にf比 言平 し 合・い 、 あ る

ll斜よ芸 術 論 を 嚇]わ 廿 、 ま た あ る時 は 徹 夜 で 暗 室 に 寵 も り

fthi】て}f芝f小f呑'石Jf'究し 、 夏1二1よ#u十景≧方夜子∫、L:f赤し.キ」.、・ン 『ノ.:▼

(f・,てAJり ま 斗『.、nil{乍}舌電加 よ、 と か くf固 人 フレ ー.に な り

が ち な もの で 」 が 、 こ こに 築 団 で あ る こ と が 重 要 で あ る

わ け で あ り ま4u最 近 で は 旭 月1のf也 ♂)ノご汐の'与:真 部 、レ=拳,

交 流 を 深 め ・・層 盛 りLが っ て お り ま す 、

(責 任 者 岡 川 瑞 穂)

音1;員数 経 費 活 動

4り

会費 目額30〔}円
.ノf一ルドワー7

参加 費 自 己負 担

6月 医 メく祭 医学 展

7月 ド勧」フ ィー ル トワ.ケ

〔紋 別 沼のD

悔

部 長 作品 「ベ ナ レスの 少 年 」

14

一
日央lilf;t、 自 分 」垂の 嶺見た い 日央1由1を ド1分 」望のtC「III.4.る

と い)の カf、7フ ブ の ヰモた る}占 劇」で あ るh'.∫ 梗」巨1(ヨよ、

そ の 他 に マ ンzリ ー.・ ビ デrと い)活 動'、 加 わ り 、 ク ラ

フの 活 動 に も 厚 み を 増L.Cき た1=そLて 市 民 の 映1山戸プー

7旧1も 積 極 的1'参 力眠 て い る ま た 、 ケ ラ フ♂月1旨 に

圏



r

は 、 は す れ る が ク ヲ フ 員 の 結 束 と健 康 の 維 持 の た め 、 ソ

7ト ボ ー ル を取 り 人 れ 、 去1ト の 学 内 ス ホ 副 ノ大 会 で は 、

ソ.ノ1㌧r-♪ レ}馴lr匡P隼f指}月砦と し、)b史 糸責て,s).,た ..

7ン ブ1人」の 雰1川 気 は 日'iる く、 剖二室 で は 笑 い 力係色え な い1

〔責任 者 渡 辺 晴 司 〕

部員数
一L.幽

zn

経 費

会費

月額3〔}oFi

4

オ

シ

活
一

・5・6・C)月 マ ンスリ

L映 会

'子・'、・連 絡 協 議 会 加i人

動

一 ビ デ

新 人 戦(「 珂体 戦)81"「:」 レ23-一

遠征費自己負担 ll25秋 季 全道 学 生 将棋 大 会

(団 体 戦)8位(個 人戦)輿 水

べ λ ト8

全道学生将棋連盟加入

JAZZ研 究 会
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JAZZ研 究 会 は 、JAZZか らROCKに い た る 幅

広 い ジ ャ ン1レ に お け る イ ン プ ロ ヒ セ ー シ ョ ンの 楽 し さ を

追 求 し て い ま4-、,度 演 奏 を聞 い て も ら え ば わ か る とu

し、ま'毒'カご、 ・ノモし一ζ貸f屹的翠な 事:よ 」ぐ}一ノーCま 一ヒ≧ん り 、と;こ カ・く～皐重

し く な け れfia'楽 じ ゃ な い 、 ぐ ら い の っ も りで や 一,て る

の で 、 音 楽 の 好 き な 人 な ら 絶 対 に 満 足 して も ら え る と 確

信 し て ま す 、 音楽 を聞 く ば か りで な く 、 や る こ と に よ.,

て 、 き っ と あ な た はfロ∫か を 見 っ け る で し ょ う,,と に か く

楽 し い ク ラ ブ で す[,度 練 習 で も 見 に き て ドさ い,,

〔責 任 者 浅 賀 浩 孝)

将 棋 部

こ こ 数 午 、 道 内 の 学 生 将 棋 界 は 北 海 道 大 学 を 中 心 に 動

い て い まLた.、1 .かL、 そ れ に ス ト パ フ.を か け つ つ あ る

大 学 が あ り ま す.、 そ れ が 旭 川 医 メ(な の で3..59f卜 度 び)春

季 大 会1.‡.「門f本単髭.C'、aeノ く1二3-4、Lし)う 手妾単セてト員気才/よ し

た 。 ま た 、 そ の 前 年 は 北 大 に勝 ち な が ら も 、 勝 ち 数 の 羊

で 敗 れ ま した..今 年 こ そ 、:i度 目 のIEI由:で 、 勝 利 を お さ

め た い の で'1..そ れ に は フ レ ソ シ コな 新 人!仁 ♂)パ ワ ー が

必 要 で1..将 棋 が 好 き な ノ∫、 ぜ ひ 将 棋 部 に 入部 して ト さ

い 。 私 と 諸 に 斜ll1大 会 へ 行 こ)C'1よ あ り よ せ ノしか ∩

〔し1珀1者II1目 亮3段 〕

'、

　 バけ

㌦ 、、..こ

認昂
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、

P●

、 、

部員数 経 費 活 動

ld

1:費

無 料

5・3--55春 「pi.r.道学 生 将 棋/:

会q川 乍戦 μ隼優 勝 〔個 ノk戦)

輿 ～』く'.くス ト8、10「10全)首'「 芦生

部員数 経 費 活 動

会費 6,1t;一.6〆17学 祭 ラ イブハウ λ出

月額500円 演 、9/7旭 川 医 大「音楽 の タベ1

15 で 演奏 、Il月 なな か ま ど音 楽

祭 、そ しりf也 ブ ラ ス 。7.ン リーン7

ノしと と{,1こ 凄≦〔多 く(ノ「)-1ン ーけ一一一 ト

is

一
早い もの で、 キ'タ・ 部創 設 よ り6年 が過 ぎ去 ろ)と[、

てお り よす,、そ の間 、定 期 演 奏 会の開 催 、北海 道 ギ タ・

連 盟 へ の 参加 と、 多くの場 を踏 ま え、 さら には昨 年の 花

見の 成功 等 によ り、曲 が りなが ら も、 部 と して の団結 が

生.衰れ て ま い りまLた 、,現在 、約12名 の部 員 は 、 ギ ター

の.r.色 に惹 かれ た もの の 、 キ ター に触 れ た こ との なか コ

た 者が 大 多数 を占め 、 その ため 、 御指 導 ドさる講 師 の先

生 には 、 誇労 を か けて お りま かが 、fpf分 好 きな 者の 集 ま



りで 、練 習の 度 ご とのL達 に喜 び を分 か ち 含一.・て お りま

す「、今 年 も7月 に は 、演 奏 会 を開 く予 定 で あ ります.

〈写 真は昨 年の 演 奏 会の ス アー一 ジ〉

{責 任 者 野 坂 拓 寿)

部員数 経 費
・.

活 動

in

会費

月額L50{〕

74文=イ ヒ≦}食ゴrノ」・・罫 ・」レ:こ'ご第

21・悦 期 演 奏 会

北 海 道 ギ'タ ー・連 盟 加 人

2.!

.フ
1一 ノ、-7イ ノて1レ=7ン →}.1・,

r;15.-r17i乍 ξ/;艦=≦ ン イ ■ノノ、・'ノ

J,ヨ こ[由1、1〔1.281危 「itl}ζレ.}そ拝完 女r・

短 た 学 祭 依4ii、`111、飢IL.1旭lil

市 な な か 、狂と音 楽 祭i催 口U炉

it6マ チ イMO>L.∫ ン リ ー一

卜出{宙 、120NIIK・ ヤ ン ク.三

・rシ ノ γ ソ
1欧 ケ.iバ ル 旭

ul友 会 出 演

.lU〔FORYOし.:功 「1.人

ブラス ・ア ンサンブル
"… コ

ロ ッ ク 研 究 会

我 々 ロ ノク研 究 会 に と...)て の59年 度 は 、 大学 か ら 外 へ

の 、 医 た か ら旭 川 ・1大 学 へ 、 そLて 旭 川 と い う 市 の 中 で

の 音 楽 活 動 へ と 拡 大 を 重 ね て い っ た 、 ロ.ノ ケ研 究 会 の 短

い 歴 史 のlllで も画 期 的 なi年 で あ.っ た 。 最 大 の 行 事 は 去

年11月 に 、 市 の 主1崔 」 る 「な な か よ ど音 楽 祭 」 に 、4メ 〈

学 のi'i'楽 団 体 「・1U』 と1.て 、 ジ ャ ズ研 と 其 に 『4大 学

音 楽 祭 』 を 企 画 し、 「安 全 地 帯 」と い う ゲ ス トを 招 い て 文

化 会館 友 ホ ー ル に 盛 大 なQ祭 を 成 功 さ ぜ た 事 で あ ろ う。

『4U』 は 以 後 も積 極 的 な 交 流 を 続 け.て ゆ く .こと に な

・,た
、、 ノ〉よ で 低 迷 と い)感 を ま ぬ が れ な か 一・た/¥f}1の 音

楽 活 動 の ・端 を 荷 な い 盛 り トげ'て い く こ と をIhrに{,引

き継 い で ゆ き た い.,、1月 に1年 生 がNHKヤ ン グ ミ 、L一

シ'・.ノク 『ノ.1・ス.ア イ ノくノレノL⊥lllノくA・1二丘島1寅L.、111・ く ≠、辛斤 し.し、

試 み で ヒ級 生 の 権 威 を 脅 か 〔..てい る 、.数f卜 前 に は ほ.ん の

!レ人 婁Sc.r舌1【σ」〔.'で し、た.丁覧、うごク.ラ7...も 、 瓢≡i-..♪.亡,ノ{ンドr・脈了・

つ 団 体 に 成 長 し.た 、,と か(バ ン ド内 の 活i助 に の み 終d:し

が ち な7ラ ブ で あ る が 、 縦 の つ な が り を 重 視!.ご 計 画 的

な練 習 法 な ど 又理 論 の 勉 強 も 含 め'ぐ 、 各 八の 質 的 な 向 ヒ

乃ゴで誕,套 才tる 、 カf、 糸r㌧∫8r}=一丁ン/、1工ulllナ 暮 才iる こ二しr)ノ＼二1三力二.う

ら め し い,、 〔文 責 伊 達 純)

管 楽 器 の 深 い味 わ い の あ る 響 き を追 求Lて い る我 が 部

は 、 昨1一 は 』AZZ研 究 会 の 協 力 を 得 て 、 シ ヤ.ズ の ピ.ッ

グ.ノ{ン ド を糸吉成 し..`ぐメく～舌躍L.ま しノ㌧「iikl1σ)よ う1二糸外至"?

し.、 』ブラ ス は こ の ま ま 摺1え 　.,き て し..圭うび:}'では な い か と

皆 を 驚 ゐ・一せ 一こい ま し た.,そ 」)甲 斐 も あ り て』、か人 気 もL㌃"、

トロ ンホ..ン のKさ ん に は か わ い い ク ル ー一.ピ ー.ま て㍉i11島己

し ま1..た..今 ・年 は 、-L:ノ 」.でま:)る先 董 た ち が あ ま り糾i習 で

き な く な る と思 わ れ る の で 、 多 数 の 新 入 生 諸 君 の 人rを

其月f寺L一 ご ま す,.初'L・.者 も 大 甚欠」坦、.と に か く 一1斐糸東習 を 見

に*三 一こ トさL㍉.」A∠ ∠石汗も ま:う し く,.

{文 責 浅 賀 浩 孝)
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614--6⊥7弓 そbX=1-:」ン け.一.卜 、

6?ghll川3人 ご;そrドlli1卜 「ノ で ラ

イ ト 。=7ンif・ 一 ト 、9.7加 亘川1[ケミ

ノく 「.r1の 夕 べ 」1li111寅
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」

匿

蕩
垂の'.

煽

礎
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部`撒 経 費 活 動
.馳..-

51-5.2西 武 前広場GW特 別

.1ン リ.一 ト十r(軋1
`匹[111宙、68ilB

C公 開 ロ ッ ク ダ ン ス.」 ン ラ.ス

卜依 頼 出演 、G121,ミ 大 祭 フ.レ

室 内 合 奏 団

弦 楽 合奏 同 好 会 とL..ζ 発 足!一.て51卜iiと な り よ1.た か.、

争1卜 度 フ ル ト奏 者 を迎 え て 室 内 合 奏 団 と改 称 〔.、上Lた1.

イ{1卜度 は 』1i∫:祭で・し・.λヒー ギ の 紹.曲1占 代 警隼曲,L:.ズ リ,'」

ZO



を 、 よ た9tlのiii楽 の 夕 べ で は バ ノハ の 「組 曲2番 」 を

演 奏 し まL.た 、,.去右iよ り 掌 業 式 の 証 君授 与σ)際 のf半 奏 を

ffi占ち一(一'ぴり よ 一4ーカ{、 本f卜{〕 卒:裳 亡t三呑・送 りH司ドポ/.くく3目1二

rfr「け て糸東習 に:よ げ ん で・お・り ま す1=、

人学 後 初y)て 弦 楽 器 をFにLた 学 生 の 集 団 で 寸'の で 、

そ の ト達 は 遅 々 と して い ま す が 、 技 術 の 向1=と 合奏 の 楽

L.さ を求 め(活 動[.、て お り ま 言『.、

(責 任 者 安 田 淳 美)

天 文 同 好

部員数 経 費 活 動
.

f. 617「Ljそby'(ト しr>(SV奏 、97[ケ ミ大f}

月額1,;00円 楽 系 げ 一 ク1しのii'?の 夕 べ 、
12

合宿 、演 奏会 な 12・.,.,「壽;ノド ノ{イa一 リ ン#S(室(ノ)

との ため徴 収 発 ノ乏会

・
通

、

4
噌

繍ダ誉
.鍵

.

都穫
.耽鱒

⑪

昭

初 春 、.化 海 道 の 緑 が さ え わ た る 頃 、 ケ ラ プ マ ン達 は 田

舎1.二遊 ぶ..北 国v)寒 さ も 緩 み 、 夜 も 幾 分 過 ご しや 弓＼(な

・2た か ら だ 、、野 にIII;㌦ 川 園1∴ 、 ツ ヲ ブ マ ン達 の 左 文遊 学

精 神1よ 生 き る 、.そ し て 夜 に は 、 ゆ ・)た り と華 麗 に ち り1.じ

め ら れ た 星空 に 酔 う.、 都 会 人 が 危 険 な 酒 を 楽L.む 同 じ夜

;二、 ケ1ラ 『ノ㌧～ ン」.董,.tlll舎'fキ な カfらv)夜 を †節〕L.ず.」＼、 な ヒど

な ら 、 髪星i.1よLか い にL.え び)鴫三よV)lri洋 鹸 に 、 リ分圭 の[=に 輝

い て い る か らだ,.そLて 我 々 は 、 夜 空 はlj人 を 公'Fに 見

'ゴう して い る 二 と を 知1-,て い る.,.ニ ノLな 天 文遊

学 を 愉Lみ き る こ と が 、 ツ ラ ブ マ ン達 の 真 骨 頂 で あ る..

〔責 任 者 矢 萩 英 つ

部`激 経 費 活 動

会費 4〆29・-5/10欠1ゴ 昆 泉rI銀{'j:1二

無 料 て観測合宿

14 遠征費自己負担 6.'23・一.6!24層 雲 山爽〒亨くレf卜方彼f.f

〔合宿1回 あ た 村にて観測含宿

り/,1.)〔.)olり} 11'2.一.1ユ5ilYl東 ノ∫「自11二観uリ 方矢fr

「 旅ζ鉄道研勇会

私 た ちの 会 で は 、 は.、 き り い..っ て何 も や り 〔ξせ ん.と

い うの は 極 論 で あ.. .・.て『「だ1際 はr:tiの そ れ.ぞ.れ が 山 ド清 の

如 く、 北 海 道 、 日 本 、III:'frを 放 浪 して お る の で す,故 に

当 会 員 達 は 、.fヤ リ ン"1の 会 や ワ ンゲ1Lな ど とhケ モ チ

のpが ほ と ん ど で あ る の で す.新 ・年 生 た ち は 、4畳 半

に 数iillも の 閻 、 入 ・た よ よ で・体 内 に 悪 い物 が 貯 ま り つ

方{(して='あり ま[ .‡)..そ ね を拓}き'島 冒占ーに;よ 、 スポ ー ツ ゐご

べ ・ヘ トrあ り ま す ..そ れ で も 瑳 散 し 曽 れ.ジ に困 ・ズζい る

者1.‡当,..r:;.をil'遣 いcみ る の も よ か け れ と』'も実 際 に 飛

び 回 わ る の は 君 自 身 な の だ 当 会 で'は そ の 旅 の 情 報 を 圧

い に 交 換 しII)集 団 な の ℃ あ り.kJヂ.ヤ リ ン'fで 駆 け 、

車.6見 知 ら ぬ 道5'走 り 、 鉄 道 で 最 北 の 町 を 目 手旨す. .各 自

心 に 決 め た1=地 を 目 ざLて 、 い や 行 き 先 な ど 決 め ナ』に 出

る び)も 良 か ろ う..と に か く 、 じ っ とLて い る(7)が 』嫌 い な

者 の 集 ま り で す...

〔責 任 者 占 田 克成)
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部員数 経 費 活 動

1L

会費

無 料

旅行費自己負担

一 一

5ri若 ノ,衙」.」`.一 ♪レ・テL'ン 「」ノf一 ク

の 旅

8月 ドii)休 み の 旅

旅 芸 人CLUB

'?1

PerゴUrmer:芸 人

ヰセ々 『方夜.-.ノ、イ具楽 肖口』1よ 、Pcrfし 、rr】Lc「 集 け1で・

あ る 冨 田:1閉 ・i+1'i'(トい う と こ ろv)`窪 宙1劃 剖;"と;よ 、そv)'1生 十各

を 異 に す る.我 々の 追 求 す る も の は 、"笑 い"で あ る 「

人間:よ 、 　笑')。'鴫 三無 防f繭 と な る 、frlrの 嘘 飾.も な い 、 裸

で あ る.こ の 事 は 、 現 代 に 於 い て 最 も 欠 け て い る 事 で は

な い だ ろ う か?睡 病 め る現 代 に 風 刺 で.メ.aを"な ど と キ

ドn.;i;.3な い 、 我 々 は 思 想 な き集 団 で あ る 、、唯 観 る 昔 に

"笑 い"を 提 供1
.た い だ け で あ る 、,Kい"を 追 求 す る

我 々 に 、 今 、 注[願 い た い 、

〔文 責 竹 内 恭)
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部員数 経 費 活 動

12
会費

必要なつど徴収

6月 旭川医科大学大学祭

11月 』に海大学大学祭

癬

鰍
暉

・
、山
レ
イ
中
ユ

窓醗
/

く惚縦 一》二
、 、..

糾

建 部 高 明

伊 豆沼 の 思 い 出

数 日前 、宮 城 県 の北 部 に あ る伊 豆沼 が渡 り鳥 の保 護 地

に指定 され.たと報 道 され た。 テ レビの画 面1∴は 自鳥 をは

じめ沢 山 の渡 り鳥 の遊 泳 してい る伊豆 沼 が映 し出 され た.、.

小 生 し:は、 この 沼 に思 い出 があ り、 とい って も傷 つ いた

自鳥 を癒 して あ げた とい 一りた ほ のぼ の とL.た もので は な

く、或 る寄 生 虫 にか か わ る思 い 出で あ る.、.

lll{和30年代 の 前 簡1三とい え ば、 と くに農 村地 帯 では 様 々

な寄 生 虫 が 蔓延 して い た頃 で あ ・.・た、,大学 を掌業 して 問

もな く小 生 が研修 して い た病院 は、伊 豆 沼 の 西 ノ∫に広 が

る田 園 地 帯の セ ンv一 病 院 で あ った 、,そ うい う⊥ 地 柄 の

せ い か、 胃 ぺ・町貝質;あ るい は月填償二〆＼の三丞人 とい ・.)ノ:二劇111虫の

悪戯 【.'てこす'るの はll常 茶飯 噴だ 一・)たし.、また 貧血 の病

人をみ た らます'も 一・,て鉤虫(当 時 は1'=指 腸 虫 とい ・プζ

い た)の 寄生 をk;z .る の が常識 で あ一・,た、、 これ に加 ズC、

肝【吸虫(月iジ ス トマ)に 悩 む病 人 に.もL.ばL.ば 遭 遇L.、

その感 染 源 が伊 立 沼 に 差)・った とい う次 第 で あ る.=.

御 存知 の よ.)に 、肝 吸 虫 は肝 内 胆管 をkな 住 処 と し、

時 に は胆 汁の 流 れ を うつ 滞 さ ぜ、あ る いは 肝の 炎症 性 反

応 、 ひい て は肝 の線 維 化 を もひ きお こす とい ・.,た厄 介 な

代物 で あ る。 稀 で は あ る が、InYI.い 数 の 肝吸 虫 が胆道 系

r,.iii居したた め 著 しい黄 拍:が現 れ、遂 には メス を も・.)て

虫退 治 を した病 人 に も お 目に か か...・た。 また,薬 物.で肝

吸 虫 を駆 除 す る こ と も極 め て困 難.であ り、'li時 繁 用 され

て い た ス チ ブナ ー ル とい 一..,たア ンチ モ ン製剤 を静 注Lて

も、 副 作 用 の 咳u'kkii`作 が お.二 る だ け で 弼 躯lrの 虫 卵 数 の

1成 る 気 配 は 一llljl.:みら れ な か 、た..

病 院 を訪 ね る肝1吸 虫 症 患 者 の 毛二く ほ 伊 ㌧〔沼1π 面1一 た 半

農 半漁 の 部 落 の 住 民 で.あ.、 た 聞 くL:..こ ろ にLる 、1.・、 彼

`亘,:よ'1..「、　ilIIζ二ξ1'ζ'、t}1一ごξ一'i～L.、 イ11i5f藍Lノニエ{t責`{:～:.衷rl≠才:.〔 ..ご

}d・で 昼 食 を と る 二 と を,,…慣 に 〔.じ い オ・と の..二と.濫F,る

さ で 、.二Lノ)剖1落 のr:C!tiに 一.2いて 検 便 をLて み た と こ ろ 、

.な!ミ.と ぎ4「旦度1.二虫 馴」カ㍉み.`こ、れ 、 春」忍、;義な こ と に1よ ゴ乳現」F易

・「生 者LT)な ヵ、ζ二1ま寓佳芋LI〕茸しT,手L!♪己.直
,1今「ま 才し.ぐし」t二.イ ζし、な.=

と に は 、 ノく多 数 ♂珪 、」)1.‡1111i症状 一1:=1あり 亀肝 機 能 に もil'・11常

力・な カ・.・ノニ1.J才 三、 肇ケ1一い11!3長 斉ljカi.直延1k.{一 る た/に11.1㍉iこ

の 虫 卵 保 有 者 を 女手薯皆L-⊂i・:指 腸fl菱中 の 虫 馴.1数 を才}首標

に し て 薬 効 を調 べ てみ た が 、 効 能 あ ら た か な 薬 物 に はr.ノ

い そ お・目 に か か ら ノ室か 、た

次 に 、 疫 掌 調 査 と い.)程 の お・お け,＼ なt,り で は な い が 、

r{_㍉…イ.レi-f1】.「1Z}11f'.、99」一タ!ll111[..こ'レ`一)し、、 歪了写lI「r「5}】㌃茜 「…1と[さ才」.1∫

い る マ メ ダ∴ シ の 棲 息 状 態n周 へ る こ と に1 .た1、 と い っ

て も 沼 に 群 生.1.る 蓮 の 葉 の 裏 に 付 著 い(い た 一、・メ タニ弓

の 密 度 を 算 出.4る と い っ た 程 度 び)こ と で あ.,た,.1こ の 作

業 は:f走労{∴ 系穿.)た 士土い カ・、 そ び1)b」と耳きに ・♪い ぐ『:よ!茎㌃く1把・「:意

{こな し、カご、 そ召1二塞覧土音 し 『ぐ『し、/ヒニシ1・rン ・け冒イ 存・失 苛気L.『(じ仁りρi

院 に 侍 ち帰 り 、 こ れ を 肴 に慰 労 の 要 を β堂け た こ と だ け が.

記 ・「意 に 残 つ て い る 、.真 偽 の ほ.と冗よ定 か ℃ な い が 、 後 日 、

沼'び 死 ん だ 魚 か ら幼 虫 が 水 中 へ1悦 出'1'る こ くヒが あ り 、lii

の 水 か ら 経 口 的 に 感 染'1'る こ と が あ ると脅 か さ れ た 、.そ.二

C'シ'.■ ン→1イ の 恩 恵1.二あ.1'.か ・.,た連 中1よ ひ そ か に 検 便 を・

し'⊂ い た よ')だ.,た が』、 ・ドい にL.ぐ 被 害 者 は 出 な か ・,た1.

そ の 後 現 在 に 至 る よ で 肝 吸 虫 と は き1ん と 疎 遠 で1あ.,た

が.、 或 る 知 人 が 台 湾 へ 旅 行.し た 際 に 川 魚 の 刺 身 の 人 り た

`弼呑'{a1堰池走 に な ・.,たと.二 ろ,.二 の1巳 介 なf℃ 牛勿に,,1Fり ・.ノか

れ た と の こ とで あ る 台1湾 へ お で か け の 諸 氏こ1こけ:く わ ぐ.

れ も ご 用 心 と 申L.ヒ け.た い.,

一 日/1…[6〔}fギ1月 言己一

〔内 科 学 第=1溝 ト1ミ 助 教 授)
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